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第 1章  序 論  
1 . 1  研 究 の 背 景  
内 モ ン ゴ ル 自 治 区 全 体 で は 1960～ 2000年 ま で の 40年 間 で 少 な く
て も 毎 年 平 均 1.1万  km２ の 土 地 が 沙 漠 化 し て い る（ L i u  e t  a l . , 2 0 0 7）．
そ の 影 響 に よ っ て ， 広 大 な 内 モ ン ゴ ル 草 原 が 近 年 黄 砂 の 新 た な 発
生 地 と な っ て い る（ H o s h i n o  e t  a l . , 2 0 0 8）と い う 報 告 も あ る ． 内 モ
ン ゴ ル 自 治 区 は 遊 牧 ， 半 農 半 牧 ， 農 耕 な ど 多 様 な 生 産 方 式 が 行 わ
れ て ，総 面 積 が 118.3万  km２ と い う 広 い 地 域 で あ る た め ，そ の 沙 漠
化 の 原 因 に つ い て は ， 主 に 自 然 的 要 因 と 人 為 的 要 因 な ど 多 く の 原
因 が 考 え ら れ る ．  
半 農 半 牧 地 域 で あ る 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 東 部 の ホ ル チ ン 地 域 の 沙
漠 化 の 原 因 に つ い て も ， 主 に 自 然 的 要 因 （ H e  e t  a l . , 1 9 9 4） と 人 為
的 要 因 （ L i u  e t  a l . , 2 0 0 4） と い う 研 究 成 果 が 多 く 報 告 さ れ て い る ．
人 為 的 要 因 の 中 で ， 草 原 の 収 容 力 を 超 え た 放 牧 （ 以 下 は 過 放 牧 ）
と 過 度 の 農 地 開 拓 （ 以 下 は 農 地 開 発 ） と い っ た 人 間 活 動 の 影 響 が
大 き か っ た と い う 指 摘 も あ っ た （ 厳 ,2008)．  
た だ し , 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 に お け る 農 地 開 発 に よ る 沙 漠 化 の 先
行 研 究 で は ，内 モ ン ゴ ル 全 体 に お け る 平 均 的 内 容（ 烏 力 吉 図 ,2002），
あ る い は ホ ル チ ン 地 域 (烏 蘭 図 雅 ,2000 )な ど 広 い 地 域 を 対 象 と し
た 研 究 が 多 い ． こ れ ら の 研 究 は ， 歴 史 的 文 献 ， 統 計 デ ー タ ， リ モ
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ー ト セ ン シ ン グ な ど の 手 法 を 使 っ て 分 析 し て い る が ， 広 い 地 域 に
お け る 平 均 的 内 容 に 過 ぎ な い ．  
過 放 牧 に つ い て は 研 究 が 多 く 見 ら れ ， 特 に 近 年 の 過 放 牧 の 原 因
に つ い て は ， 永 海 ほ か （ 2015） の 村 落 を 単 位 と し た 研 究 で ， 半 農
半 牧 村 落 の 過 放 牧 の 原 因 は 放 牧 地 の 縮 小 に よ る も の で あ る と 明 ら
か に さ れ た ．  
中 国 で は ，「 西 部 大 開 発 」（ 1999年 か ら ），三 農 問 題（ 2003年 か ら ）
と い う 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト が 推 進 さ れ「 社 会 主 義 新 農 村 建 設 」（ 2005
年 か ら ） と い う ス ロ ー ガ ン が 出 さ れ た ． 西 部 大 開 発 や 三 農 問 題 ，
新 農 村 建 設 は 共 に ， 沿 海 部 と 西 部 地 域 の 経 済 格 差 是 正 ， 都 市 と 農
村 部 の 経 済・社 会 発 展 の 協 調 ，環 境 の 保 全 ，村 を 美 し く し ，政 治 ・
社 会 の 安 定 な ど を 実 現 す る こ と が 目 標 と さ れ て い る (重 並 ,2000；
烏 日 図・星 野 ,2006) ．そ れ に よ り , 中 国 の 内 陸 部 に 位 置 す る 内 モ
ン ゴ ル 自 治 区 で は 人 工 牧 草 地 1），退 耕 還 林 2），防 風 林 3），禁 牧 4），生
態 移 民 5）な ど の 様 々 な 生 態 回 復・貧 困 対 策 が 実 施 さ れ た（ 永 海 ら ，
2015）． こ れ ら の 対 策 が ほ と ん ど の 土 地 利 用 変 遷 に 関 連 し て い る ． 
し か し ， 農 地 が 「 い つ ， ど こ で ， ど の よ う に 開 発 さ れ た こ と と
そ の 影 響 は ど う な っ て い る か 」 に つ い て は ， 具 体 的 に 示 さ れ な か
っ た ． こ う し た 背 景 を 踏 ま え 本 研 究 で は , 人 民 公 社 時 期 （ 1958～
1982 年 ） の 「 生 産 隊 」 で あ る 村 落 の 人 口 変 化 が 自 然 的 で ， 土 地 総
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面 積 は 当 時 か ら ほ と ん ど 変 わ ら な い が ， 土 地 利 用 の 目 的 が 政 策 に
翻 弄 さ れ て 変 化 し て き た 末 端 行 政 地 区 で あ る 村 落 を 対 象 と し て ，
半 農 半 牧 地 域 の 形 成 と 土 地 所 有 権 の 変 化 ， 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の
特 徴 を 詳 細 に 分 析 す る . 
 
1 . 2  研 究 の 目 的  
本 研 究 は ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 に お け る 末 端 行 政 地
区 で あ る 3 つ の 村 落 を 対 象 と し て ， 約 120 年 間 の 農 地 開 発 の 経 緯
と そ の 特 徴 を 検 討 す る と と も に ， 近 年 の 農 地 開 発 と 灌 漑 に よ る 住
民 の 生 業 と 生 活 環 境 へ の 影 響 を 村 落 ご と に 農 地 開 発 が「 い つ ,ど こ
で ， ど の よ う に ， そ の 影 響 は ど う な っ て い る か 」 を 具 体 的 に 示 唆
し た ． 具 体 的 に ， ① 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 に お け る 村 落
の 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特 徴 を 把 握 す る ； ② 近 年 の 過 剰 な 農 地 開
発 と 灌 漑 に よ る 住 民 の 生 業 と 自 然 環 境 へ の 影 響 を 明 ら か に す る こ
と を 目 的 と し た . 
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1 . 3  内 モ ン ゴ ル 東 部 に お け る 半 農 半 牧 地 域 の 形 成 と 土 地 所 有 権 の
変 化  
1 . 3 . 1  半 農 半 牧 地 域 の 形 成 と 土 地 所 有 権 の 変 化  
本 研 究 の 研 究 対 象 地 域 で あ る 内 モ ン ゴ ル 自 治 の 東 部 は ， 清 朝
（ 1636～ 1911）， 中 華 民 国 （ 1912～ 1931）， 満 州 国 （ 1932～ 1945），
東 モ ン ゴ ル 自 治 政 府（ 1945～ 1947），内 モ ン ゴ ル 自 治 政 府（ 1947～
1949）な ど 近 現 代 の 政 権 統 治 を 受 け て い た ．こ れ ら の 時 期 の 中 に ，
清 朝 の「 借 地 養 民 」（ 清 朝 は ，社 会 秩 序 維 持 の た め ，漢 族 移 民 を 内
モ ン ゴ ル 東 部 地 域 へ 移 民 さ せ ， 放 牧 地 の 開 墾 ， そ れ と 同 時 に モ ン
ゴ ル 王 公 が 小 作 料 を 徴 収 す る こ と を 許 可 し た こ と ）と「 移 民 実 辺 」
（ 漢 民 族 を 内 モ ン ゴ ル へ 移 民 さ せ ， 放 牧 地 を 開 墾 さ せ て 小 作 料 を
徴 収 し ，ロ シ ア の 南 下 に 備 え る 目 的 ），中 華 民 国 の 統 治 時 期 の モ ン
ゴ ル 王 公 の 「 私 墾 」， 満 州 国 時 期 の 「 招 民 開 墾 」（ 満 州 国 時 期 ， 漢
族 農 民 と 商 人 を 招 き 入 れ ， 放 牧 地 を 開 墾 し た こ と ） な ど 政 策 が 挙
げ ら れ る （ 暁 剛 ・ 池 上 ,2015）．  
1947 年 5 月 に 内 モ ン ゴ ル 自 治 政 府 が 成 立 さ れ ， 半 農 半 牧 地 域 の
モ ン ゴ ル 王 公 と 貴 族 の 私 的 土 地 が ， 土 地 改 革 に よ っ て 没 収 さ れ ，
貧 農 な ど に 分 け 与 え ら れ た ．そ の 後 の 1953～ 1956 年 ま で に 初 期 の
「 互 助 組 」（ 中 国 に お け る 農 業 集 団 化 の 初 期 で あ り ，数 世 帯 か ら 十
数 世 帯 の 農 民 が 互 い の 利 益 を 前 提 に 共 同 で 労 働 ， 労 働 力 の 交 換 で
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助 け 合 い ， 組 員 の 労 働 力 ・ 役 畜 ・ 農 具 の 不 足 を 補 う こ と ） と そ の
後 の 「 初 級 合 作 社 」 及 び 「 高 級 合 作 社 」 の 成 立 に よ る 農 牧 業 合 作
化 ，及 び 1958 年 人 民 公 社 化 の 進 展 に 伴 い ，土 地 が 集 団 所 有 権 へ 転
化 さ れ た（ 小 田 ,2004； 暁 剛 ・ 池 上 ,2015）．こ の よ う な 歴 史 的 背 景
の も と で ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 の 東 部 地 域 は 家 畜 だ け の 遊 牧 生 活 か ら
耕 作 が 始 ま り ，徐 々 に 半 農 半 牧 の 生 活 へ 転 換 さ れ た と 考 え ら れ る ． 
1958 年 か ら 人 民 公 社 化 が 始 ま り ， 公 社 の 下 に 生 産 大 隊 ， そ の 下
に 生 産 隊（ 現 在 の 村 で あ り ，最 初 は 20～ 30 世 帯 の 規 模 ）が 置 か れ ，
土 地 が 生 産 隊 を 基 本 単 位 と し た 集 団 所 有 で あ っ た ． 1962 年 に 「 農
村 人 民 公 社 工 作 条 例 修 正 案 」 を 公 布 さ れ ， 社 員 の 少 量 の 自 留 地 ，
自 留 家 畜 と 農 家 の 副 業 を 許 可 さ れ た ．農 業 集 落 で は ，耕 地 の 5％ 以
内 が 自 留 地 と し て 個 人 的 使 用 ， そ れ 以 外 の 土 地 と 家 畜 が ほ と ん ど
集 団 所 有 で あ っ た ． 放 牧 集 落 で は ， 少 な い 自 留 家 畜 の 個 人 保 有 が
認 め ら れ た ．  
1978 年 12 月 に 開 催 さ れ た 中 国 共 産 党 第 11 期 中 央 委 員 会 第 3 回
全 体 会 議 で 「 改 革 開 放 」 が 提 出 さ れ ， 農 村 部 で は 人 民 公 社 が 解 体
さ れ ， 生 産 責 任 制 （ 中 国 語 で は 家 庭 聯 産 承 包 責 任 制 ） が 推 進 さ れ
た ．集 団 所 有 の 耕 地 が「 両 田 制 」 6）（「 口 糧 田 」と「 責 任 田 」 7））で
請 負 さ れ た ． そ れ に よ り ， 1981 年 の 冬 ， 本 研 究 の 調 査 対 象 地 で あ
る 内 モ ン ゴ ル の 農 耕 村 落 は ， 耕 地 の 1/3 を 「 口 糧 田 」 と し て 人 口
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当 た り に 分 配 さ れ ， 耕 地 の 2/3 を 「 責 任 田 」 と し て 人 口 当 り （ ま
た は 18 歳 以 上 の 労 働 力 当 た り ）， ま た は 入 札 的 請 負 と 集 落 に よ っ
て 異 な る ル ー ル で 請 負 経 営 さ れ た ． 耕 作 不 可 能 の 山 間 地 ， 荒 地 ，
塩 類 集 積 地 ， 砂 漠 な ど が 入 札 の 方 式 で 請 負 さ れ た ． 農 家 の 自 給 食
糧 や 自 家 用 野 菜 を 栽 培 す る た め の 「 口 糧 田 」 は 農 業 税 だ け 負 担 す
る ． 国 家 に 売 り 渡 す 食 糧 や 市 場 向 け の 作 物 な ど を 栽 培 す る た め の
「 責 任 田 」 は 農 業 税 を 納 め る 以 外 は ， 集 団 が 収 入 の 一 部 を 別 に 取
っ て お く 責 任 を 引 き 受 け る ． 放 牧 村 落 で は ， 放 牧 地 が 共 同 利 用 で
あ り ，家 畜 の 大 部 分 が 人 口 当 り に 分 配 さ れ ，そ の 2 年 後（ 1983 年 ）
に 「 口 糧 田 」 と し て 人 口 当 り に 0.33 ha の 耕 地 が 分 配 さ れ た （ 表
1-1 を 参 照 ）．  
1997 年 ，「 中 華 人 民 共 和 国 農 村 土 地 請 負 法 」が 実 施 さ れ ，農 村 土
地 使 用 権 の 期 間 は 1997 年 7 月 1 日 か ら 2027 年 6 月 30 日 ま で 30
年 で あ る ． 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 の 農 村 地 域 の 土 地 使 用 権 の 分 配 基 準
は ， 村 の 集 団 所 有 地 は 放 牧 村 落 の ル ー ル （ 人 口 に 総 面 積 の 70％ ，
家 畜 に 総 面 積 の 30％ ）と 農 耕 村 落 の ル ー ル（ 総 耕 地 を 人 口 当 た り ）
の よ う に 2 つ の ル ー ル で 分 配 さ れ た ．  
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Table 1-1 Changes of land ownership (using) r ights in the Nomaki region in 
east  Inner Mongolia 
表 1-1 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 東 部 の 半 農 半 牧 地 域 に お け る 土 地 所 有
（ 使 用 ） 権 の 変 化  
時期（年代） 土地政策 農業地域 放牧地域 
清の末期から
東モンゴル自
治政府の時期 
（1900～1947） 
  
モンゴル王公・貴族 
 
モンゴル王公・貴族 
土地改革時期 
（1948～1952） 
 
土地改革 
放牧地は共同利用され
たが，家畜が牧民に分
けられた 
個人（私）的所有権 
 
農牧業合作化 
（1953～1956） 
人民公社時期 
（1958～1982） 
互助組化 
合作社化 
牧業の集団（協同）化
により，集団所有地へ
転化 
農業の集団（協同）化に
より，集団所有地へ転化
 
生産隊 
集団（集体）土地所有
（自留地として 5％以
下の土地と全部の家
畜） 
集団（集体）土地所有 
（少ない自留畜以外の
家畜と全部の土地） 
 
 
 
 
 
改革開放以降 
(1978～  ) 
 
 
    
 
 
 
生産責任制の 
実施 
(1981～1997) 
生産責任制の実施によ
り，耕地の 1/3 を「口
糧田」として人口当た
りに分配し，耕地の 2/3
が請負経営された 
生産責任制の実施によ
り，「口糧田」として人
口当りに 0.33 ha の耕地
が分配された．家畜が人
口当りに分配され，放牧
地が共同利用であった 
農村土地請負 
法による土地使
用権の再分配 
（1997～  ）
30 年の期限付き（1997
～2027 年）に，総耕作
地が人口当たりで分配
された 
 
30 年の期限付き（1997
～2027 年）に，放牧地総
面積の 70％を人口当た
り，30％を家畜の頭数当
たりに分配された 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 分 配 表 を も と に 作 成  
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本 研 究 の 対 象 地 で あ る 3 つ の 村 落 の 中 に ， A 村 と C 村 は 1997 年
の 当 時 ， 主 に 放 牧 さ れ て い た た め ， 土 地 の 使 用 権 が 放 牧 村 落 の 基
準 で 分 配 さ れ ， Ｂ 村 は 農 耕 村 落 の 基 準 で 分 配 さ れ て い た ．  
 
1 . 3 . 2  村 落 に お け る 戸 籍 と 土 地 使 用 権 の 特 徴  
現 在 ， 中 国 の 農 村 地 域 で 実 施 さ れ て い る 「 中 華 人 民 共 和 国 農 村
土 地 請 負 法 」の 第 20 条（ 耕 地 の 請 負 の 期 限 は ，30 年 と す る ．草 地
の 請 負 の 期 限 は ， 30 年 か ら 50 年 と す る ． 林 地 の 請 負 の 期 限 は 30
年 か ら 70 年 と す る ．特 殊 な 林 木 の 林 地 の 請 負 の 期 限 は ，国 務 院 林
業 行 政 主 管 部 門 の 承 認 を 受 け て 延 長 す る こ と が で き る ）に よ る と ，
農 村 部 の 土 地 使 用 権 は 1997 年 7 月 1 日 か ら 2027 年 6 月 30 日 ま で
30 年 で あ る ．  
本 研 究 の 調 査 地 で あ る 3 つ の 村 落 の 中 に ， A 村 と C 村 は 1997 年
の 当 時 ， 主 に 放 牧 さ れ て い た た め ， 土 地 の 使 用 権 が 放 牧 地 域 の 基
準 で 分 配 さ れ た ．  
内 モ ン ゴ ル 自 治 区 の 放 牧 地 域 の 土 地 使 用 権 の 分 配 基 準 は ， 村 の
集 団 所 有 地 は 人 口 に 総 面 積 の 70％ ， 五 畜 （ 遊 牧 民 が 飼 う 家 畜 は 通
常 ， 五 畜 と 呼 ば れ る ウ マ ， ウ シ ， ヤ ギ ， ヒ ツ ジ ， ラ ク ダ の こ と を
指 す ） に 総 面 積 の 30％ と し て 分 配 さ れ た （  ① 国 発 〔 1995〕 7 号
文 件 ： 国 務 院 批 転 農 業 部 《 関 於 穩 定 和 完 善 土 地 承 包 関 係 意 見 》 的
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通 知（ 1995 年 3 月 28 日 ）； ② 中 弁 発〔 1997〕 16 号 文 件 ： 国 務 院 弁
公 庁 関 於 進 一 歩 穩 定 完 善 農 村 土 地 承 包 関 係 的 通 知（ 1997 年 6 月 24
日 ）；③ 内 政 発〔 1996〕138 号 文 件：内 蒙 古 自 治 区 人 民 政 府 印 発「 関
於 内 蒙 古 自 治 区 進 一 歩 落 実 完 善 草 原 “ 双 権 一 制 ” 的 規 定 」 的 通 知
（ 内 蒙 古 政 報  97 年 第 1 期 ）に よ り ）．し か し ，農 業 地 域 の B 村 が
農 耕 村 落 の 土 地 使 用 権 の 分 配 基 準 で ，人 口 当 た り に 分 配 さ れ た（ 表
1-2 を 参 照 ）．  
 
Table 1-2 Current status of land-use r ights in rural areas of the Inner 
Mongolia 
表 1-2 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 の 農 村 地 域 に お け る 土 地 使 用 権 の 現 状  
村落 放牧村落 農耕村落 
期限付き 
（1997～2027 年） 
30 年 30 年 
分配ルール 70％を人口当たり，30％を家畜の頭数当たり 人口当たり 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 分 配 表 を も と に 作 成  
 
以 上 の よ う に ， 放 牧 村 落 の 土 地 使 用 権 の 分 配 基 準 に よ り ， 1997
年 当 時 は 人 口 と 家 畜 が 多 か っ た 世 帯 の 土 地 も 多 か っ た ． し か し ，
農 耕 村 落 の 土 地 使 用 権 の 分 配 基 準 は 人 口 当 た り で あ る た め ，1 人 当
た り の 土 地 面 積 が 一 緒 で あ っ た ．  
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ま た ， 農 村 地 域 の 戸 籍 制 度 に よ り ， 表 1-3 か ら 読 み 取 れ る よ う
に ，各 村 落 で は 1997 年 7 月 1 日 に 戸 籍 上 に い た 人 の み に 土 地 使 用
権 が あ り ，そ れ 以 降 の 新 増 人 口 は 土 地 使 用 権 が な い こ と に な っ た ． 
 
Table 1-3 The relationship between family registration and land-use rights of 
residents in the village 
表 1-3 村 落 に お け る 住 民 の 戸 籍 と 土 地 使 用 権 の 関 係  
時間 住民 戸籍 私用地 
1997
年 
7 
月 
1 
日 
以前 
新増
人口
新生児 有り 有り 
村外からの嫁 転入 有り 
村外からの娘婿 転入できる 有り 
 
新減
人口
死亡者 無し 無し 
村外に婚出の女性 転移 無し 
農（牧）外就職（村以外） 都市戸籍へ転移 無し 
入学（大学，中等専門学校） 都市戸籍へ転移 無し 
1997
年 
7 
月 
1 
日 
以降 
新増
人口
新生児 有り 無し 
村外からの嫁 転入 無し 
村外からの娘婿 転入できない 無し 
 
新減
人口
死亡者 無し 家族に転移 
村外に婚出の女性 転移 家族に転移 
就職（村以外） 都市戸籍へ転移 家族に転移 
入学（大学，中等専門学校） 都市戸籍へ転移 家族に転移 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 分 配 表 ， 戸 籍 表 を も と に 筆 者 作 成  
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A 村 に お け る 土 地 の 使 用 権 が あ る 人 口 は 1997 年 の 100％ （ 総 人
口 は 594 人 ）か ら 2015 年 の 79％（ 総 人 口 は 600 人 ）に な っ た ．戸
籍 上 の 人 口 の 12％（ 嫁 と し て 新 た に 入 籍 し た 女 性 の 20 人 と 生 ま れ
た 子 供 52 人 を 合 計 72 人 ）に は 土 地 の 使 用 権 が な か っ た ．し か し ，
戸 籍 上 に な い 120 人 （ 進 学 ， 農 外 就 職 に よ る 都 市 戸 籍 へ 入 籍 と 村
外 嫁 に 行 っ た 戸 籍 変 更 ， 死 亡 の 戸 籍 取 り 消 し ） の 土 地 使 用 権 が 彼
ら の 家 族 の 名 義 の も と に あ る （ 図 1-1 を 参 照 ）．  
 
 
図 1-1 A 村 に お け る 土 地 の 使 用 権 が な い 人 口 の 増 加  
出 典 ： A 村 の 戸 籍 表 （ 2015 年 ）， 聞 き 取 り 調 査 を も と に 筆 者 作 成  
Figure 1-1 Increase of  the populat ion that  have no r ight  to  use the land in  
vi l lage A 
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1 . 3 . 3  村 落 に お け る 土 地 使 用 権 と 土 地 利 用 現 状  
研 究 対 象 地 に お け る 村 落 の 集 団 地 の 種 類 別 の 利 用 現 況 は 以 下 の
よ う で あ る （ 表 1-4 を 参 照 ）．   
 
Table 1-4 Current status of land use in the village 
表 1-4 村 落 に お け る 土 地 利 用 の 現 況  
土地利用種類 利用状況 
 
草 
地 
丘陵地 
（天然牧草） 
季節性禁牧と全年禁牧（名義的分配されたが，実質は共同的放
牧利用になっている） 
人工牧草地 作付けの耕地としての利用が多い，降水量が少ない年採草とし
て利用 
 
耕 
地 
水田 無し 
 
畑 
灌漑地 作付け耕地として主にトウモロコシ，ヒマワリ，ス
イカなど 
非灌漑地 主にアワ，キビ，ソバなど 
林地（人工林）
 
高木 庭の周りに防風の目的で作られた人工林の樹木の種類は楊が
多い 
果樹 庭の周辺に自分で作った果樹と退耕還林プロジェクトによる
経済林として作られた果樹林 
灌木 退耕還林プロジェクトによる生態林として，アンズの植林 
防風林 丘陵地（天然牧草）を対象とし，防風林が設置された 
砂漠地 放牧的利用 
塩類集積地 家畜の塩分を補給するのに必要なアルカリ性土壌の土地であ
る 
水域・水利施設用地 湖，川，人工河渠が共同利用 
鉱工用地 採石，砂場住宅と家畜小屋の建設に使うための採石・砂場 
裸 
地 
無植被地 基本的に植被がない，表層が土質の土地 
岩石・礫 放牧的利用 
 
 
 
住 
庭 「生態移民」プロジェクトにより集居されたあと，
庭の中に野菜を作るようになった 
 
 
- 13 - 
 
 
住 
宅 
地 
 
宅 部屋 生態移民後の集居集落の部屋の面積が 49～100
㎡である 
倉庫 約平均 20 ㎡ 
駐車場 特にない，庭とその外側に自由に駐車する場合が多
い 
施設 
農用 
地 
家畜 
小屋 
冬と夏の二種類があり，冬は小屋，夏は鉄の柵 
脱穀場 何人世帯の共同利用が多い，場所は住宅の近所と農
地周辺の 2種類がある 
交通運輸用地 幹線農道，支線農道，耕作道などはほとんど土路であり，共用
 
 
 
特 
別 
用 
地 
 
墓地 
墓地は耕地，放牧地，人工牧草地の中に入ったことが多い．墓
地については，土葬が多い，他の村の人に利用されたこと，逆
に他の村の土地を墓地として利用していることもある．墓地利
用について規定，法律などは未だに実施されていない 
 
 
宗教用地 
モンゴル語では「オーボー」と言う．年に 1回行う日本の祭り
のような宗教的活動である．その時間は「雨乞い」という目的
で毎年 5 月に開催される．「オーボー」の責任者はこの村に最
初来た人の子孫たちと村長（村長は責任者に入るのは近年のこ
とである）である．主にモンゴル相撲，競馬などがある，村落
レベルでモンゴル相撲は 64 人，競馬は 20～30 人の参加が多い
公共施設用地 村民委員会 7）（事務室・会議室）と供水場（井戸・ポンプ室）
その他の教育，医療，郵政，電力の供給，銀行，老人ホーム（養老院）公共広場など
公共施設用地及び商店，スーパー，給油所，農業機械修理店など商業サービス用地が
郷・鎮政府の所在地にいる 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 筆 者 作 成  
 
本 研 究 の 対 象 地 で あ る 3 つ の 村 落 で は ， 土 地 が 主 に 耕 作 と 放 牧
の 2 つ の 方 法 で 利 用 さ れ て い る ． 具 体 的 は ， 放 牧 村 落 で あ る Ａ 村
と Ｃ 村 の 耕 地 面 積 が 全 村 の 総 面 積 の 約 43.4％ と 53.6％ を 占 め て お
り ， 耕 作 期 間 （ 4 月 初 旬 か ら 10 月 初 旬 ま で ） 以 外 は 放 牧 的 利 用 に
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な っ て い る ． そ の 他 の 土 地 が 全 年 に 放 牧 可 能 ま で に 放 牧 さ れ て い
る ． 農 耕 村 落 で あ る Ｂ 村 の 耕 地 面 積 が 全 村 の 総 面 積 の 約 83.9％ を
占 め て お り ， そ の 他 の 土 地 が 住 宅 地 ， 退 耕 還 林 地 と 防 風 林 ， 道 路
な ど で あ る ．  
 
1 . 3 . 4  ま と め  
内 モ ン ゴ ル 東 部 地 域 に お け る 住 民 の 生 業 が 清 の 時 代 か ら 今 ま で
の 政 策 に よ る 半 農 半 牧 へ の 転 換 ， 収 入 源 が 主 に 牧 業 で あ っ た が ，
農 業 も は じ め ら れ た 半 農 半 牧 地 域 の 形 成 過 程 を 論 じ た . 
ま た ， 内 モ ン ゴ ル 東 部 地 域 の 村 落 に お け る 土 地 所 有 権 の 変 化 と
土 地 利 用 の 現 状 を 把 握 し ， 土 地 使 用 権 の 分 配 と 期 間 の 不 安 定 性 に
関 す る こ と が 示 唆 さ れ た ． 特 に ， 現 在 の 土 地 権 利 が 使 用 権 の み で
あ る 特 徴 が あ り ， 農 耕 村 落 で は ， 総 耕 作 地 が 人 口 当 た り で 分 配 さ
れ ， 放 牧 村 落 で は ， 放 牧 地 総 面 積 の 70％ を 人 口 当 た り ， 30％ を 家
畜 の 頭 数 当 た り に 分 配 さ れ た ． ま た ， 農 耕 村 落 と 放 牧 村 落 の 両 方
も ，土 地 の 使 用 権 が 30 年 の 期 限 付 き（ 1997～ 2027 年 ）で あ る た め ，
農 家 は 土 地 収 用 に 不 安 が 生 じ ，土 地 に 対 す る 投 資 意 欲 が 低 下 さ れ ，
農 牧 民 の 個 人 的 投 資 に よ る 土 地 資 本 形 成 が 難 し い と 考 え ら れ る ．  
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1 . 4  本 論 文 の 構 成 内 容  
第 1 章 で は ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 に お け る 先 行 研 究
は 多 い が ， 本 研 究 の 特 徴 で あ る 村 落 レ ベ ル の 研 究 の 意 義 と そ の 必
要 性 を 指 摘 し ， 本 研 究 の 目 的 を 引 き 出 し た ． ま た ， 内 モ ン ゴ ル 東
部 地 域 に お け る 住 民 の 生 活 が 遊 牧 か ら 半 農 半 牧 へ 転 換 さ れ た こ と
と ， 村 落 に お け る 土 地 使 用 権 の 変 化 と 土 地 利 用 の 現 状 を 把 握 し ，
土 地 使 用 権 の 不 安 定 性 に 関 す る こ と を 示 唆 し た ．  
第 2 章 で は ，研 究 手 法（ 村 落 単 位 の 現 地 調 査 ，歴 史・行 政 資 料 ，
空 間 情 報 の 解 析 ），研 究 対 象 地 で あ る 3 つ の 村 落 の 選 定 ，概 要 ，気
象 状 況 な ど を 把 握 す る と と も に ， 放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 の 位 置 と 地
理 的 特 徴 を 指 摘 し た ．  
第 3 章 で は ， 3 つ の 村 落 に お け る 約 120 年 間 の 農 地 開 発 経 緯 を
1900～ 1980 年 ， 1981～ 2000 年 ， 2001 年 ～ 2015 年 の 3 つ の 時 期 に
分 け て ， 各 時 期 の 土 地 ， 農 業 政 策 に よ る 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特
徴 を 把 握 し た ．   
第 4 章 で は ， 3 つ の 村 落 に お け る 農 地 開 発 経 緯 と 特 徴 を み る と ，
1980 年 以 降 に 行 わ れ た 開 発 と 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 住 民 の
生 業 と 自 然 環 境 へ の 影 響 を 放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 ご と に 検 討 し た ．  
第 5 章 で は ， 本 論 文 で 得 ら れ た 知 見 を ま と め て 総 括 に し た ．  
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第 2章  研 究 手 法 と 研 究 対 象 地  
2 . 1  研 究 手 法  
2 . 1 . 1  現 地 調 査  
表 2-1 に 示 す よ う に ， 2012～ 2015 年 に 研 究 対 象 地 に お い て ４ 回
の 実 地 調 査 を 行 っ た ． 具 体 的 に は ：  
1）定 住 化 し た 村 落 の 地 理 的 特 徴 と「 定 住 」の 理 由 ，放 牧 と 耕 作 を
含 む 地 理 的 位 置 に つ い て 現 地 の 40 歳 以 上 の 住 民 に 対 す る 聞 き 取 り
調 査 を 行 っ た ．  
2） 1900 年 代 か ら 現 在 （ 2015 年 ） ま で の 耕 作 労 働 力 ， 農 機 具 ， 耕
作 面 積 ， 耕 作 場 所 ， 作 物 の 種 と 生 産 量 な ど 農 地 開 発 に 関 連 す る こ
と を 現 地 の 40 歳 以 上 の 住 民 に 対 す る 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た ．  
3) 近 年 に 行 わ れ た 様 々 な 開 発 と 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴（ 面
積 ， 利 用 形 態 な ど 土 地 利 用 の 視 点 か ら ） と そ の 住 民 へ の 影 響 に つ
い て 在 村 世 帯 に 対 す る 聞 き 取 り 調 査 ， 土 壌 侵 食 の 推 定 計 測 ， 現 地
の 写 真 撮 影 な ど を 行 っ た ．  
4）土 地 使 用 権 の 売 買 と 出 稼 ぎ に つ い て 在 村 世 帯 に 対 し て 聞 き 取 り
調 査 を 行 っ た ． な お ， 出 稼 ぎ 世 帯 の 情 報 は そ の 親 戚 と 隣 接 世 帯 か
ら 得 た （ 表 2-1 を 参 照 ） . 
5）電 話 い よ る 聞 き 取 り 調 査 で 現 地 調 査 の 不 足 な と こ ろ を 確 認 し た ． 
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Table 2-1 Hearing investigation on vil lage A-C  
表 2-1 聞 き 取 り 調 査 の 期 間 と 対 象 者 の 状 況  
調査地 調査期間 対象人数 年齢層 職業 村の役職 
 
A 村 
2012.08.26～2012.09.16 
2013.08.15～2014.09.02 
2014.08.08～2014.08.14 
2015.08.14～2015.08.21 
125
32
26
21
 
40～86
 
牧民 
 
元村民委員会
の委員 5人 
 
B 村 
2013.07.28～2013.08.05 
2014.08.15～2014.08.20 
2015.07.28～2015.08.05 
45
23
18
 
40～74
 
農民 
元村長1人,元
委員 2人 
 
C 村 
2013.08.07～2013.08.12 
2014.08.21～2014.08.28 
2015.08.06～2015.08.13 
15
13
11
 
40～68
 
牧民 
元村長1人,元
委員 3人 
出 典 ： 調 査 日 程 を も と に 作 成  
 
2 . 1 . 2  歴 史 ・ 行 政 資 料 デ ー タ の 収 集 と 空 間 情 報 の 解 析  
衛 星 画 像 の 解 析 を 行 っ た ． 具 体 的 に は ， SRTM の 解 像 度 30 ｍ の
標 高 デ ー タ を 用 い ， 調 査 地 周 辺 の 地 形 図 を 作 成 し ， 村 落 の 地 理 的
特 徴 を 明 ら か に し た ． 次 に ， 歴 史 ・ 行 政 資 料 デ ー タ と 衛 星 画 像 を
合 わ せ て 分 析 を 行 っ た ． 具 体 的 に は ， 土 地 使 用 権 の 分 配 表 ， 「 村
民 委 員 会 」 8） の 責 任 者 の 帳 簿 ， 住 民 の 家 計 簿 な ど の 歴 史 ・ 行 政 資
料 収 集 に よ っ て 得 ら れ た デ ー タ と 村 落 の 年 代 別 の 衛 星 画 像 (MSS の
1977 年 7 月 4 日 ，Landsat/TM の 1992 年 7 月 7 日 ，Landsat/TM の 2006
年 7 月 14 日 ，Landsat8 の 2015 年 7 月 7 日 )を 用 い て 農 地 面 積 を 把
握 し た （ 図 2-1 を 参 照 ） . 
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2 . 2  研 究 対 象 地  
2 . 2 . 1  研 究 対 象 地 の 選 定  
中 国 の 社 会 制 度 の 特 徴 で は ， 二 元 社 会 構 造 が 著 し い ． 二 元 社 会
構 造 と は ， 都 市 と 農 村 の 制 度 が 異 な り ，「 都 市 戸 籍 者 （ 市 民 ）」 と
「 農 村 戸 籍 者（ 農 民 ）」の 享 受 で き る 社 会 保 障 が 異 な る ．特 に ，二
元 社 会 構 造 を 支 え る 制 度 と し て の 土 地 所 有 制 度 を 見 る と ，「 中 華 人
民 共 和 国 憲 法 」の 第 10 条 に よ り ，都 市 部 の 土 地 は 国 有 で あ り ，そ
れ に 対 し て 農 村 部 の 土 地 は 村 民 の 集 団 所 有 で あ る（ 図 2-2 を 参 照 ）． 
 
図 2-2 内 モ ン ゴ ル に お け る 都 市 部 の 「 国 有 土 地 使 用 証 」 と  
農 村 部 の 「 土 地 （ 草 原 ） 請 負 経 営 権 証 」  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2012 年 9 月 ）  
F i g u r e  2 - 2  S t a t e - o w n e d  l a n d - u s e  c e r t i f i c a t e  o f  u r b a n  a r e a  a n d  L a n d  
( g r a s s l a n d )  c o n t r a c t  m a n a g e m e n t  r i g h t s  c e r t i f i c a t e  o f  r u r a l  a r e a  i n  
I n n e r  M o n g o l i a  
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中 国 の 農 村 部 を そ の 位 置 か ら み る と ， 都 市 （ 集 鎮 を 含 む ） 近 郊
農 村 と 辺 鄙 農 村 の よ う に ，2 つ の 種 類 が あ る と 考 え ら れ る ．都 市 近
郊 農 村 の 土 地 利 用 の 変 化 を 見 る と ， 都 市 の 拡 大 ， 工 業 ， 経 済 な ど
に 大 き く 左 右 さ れ る と 考 え ら れ る ． 逆 に ， 辺 鄙 農 村 の 土 地 利 用 の
変 化 は 農 業 制 度 ・ 政 策 に 影 響 さ れ る 程 度 が 高 い と 考 え ら れ る ． ま
た ， 中 国 に お い て は 人 民 公 社 時 期 （ 1958～ 1982 年 ） の 「 生 産 隊 」
で あ る 村 落 の 所 有 す る 土 地 の 総 面 積 は 当 時 か ら 変 わ ら な い ， 人 口
の 変 化 も 自 然 的 で あ る た め ， 村 落 を 単 位 と し て 見 る と 分 か り や す
い と 考 え ら れ る ．  
中 国 に お け る 行 政 区 分 で は ，内 モ ン ゴ ル 自 治 区 は 12 の ア イ マ グ
（ 盟 ）・市 と 101 の ホ シ ョ ー・シ ェ ン（ 旗・県 ）を 直 轄 し て い る ．
内 モ ン ゴ ル 行 政 単 位 と し て は 自 治 区 の も と に ， ア イ マ グ （ 盟 ） ・
市 、 ホ シ ョ ー ・ シ ェ ン （ 旗 ・ 県 ） ， ソ ム （ 蘇 木 ・ 郷 ・ 鎮 ） ， ガ チ
ャ ー （ 村 委 ） ， ド ゴ イ ラ ン （ 村 民 小 組 ・ 独 貴 竜 ） が 順 次 に 並 ぶ ．
研 究 対 象 地 域 で は ， 中 国 の 農 村 部 に お け る 基 層 （ 末 端 ） の 人 民 公
社 時 期 の 「 生 産 小 隊 」 と 呼 ば れ て い た 「 村 民 小 組 」 で あ る ． 以 下
は 「 A 村 ・ B 村 ・ C 村 」 と 呼 ぶ （ 表 2-3 を 参 照 ） ．  
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Table 2-3 The administrat ive posit ion of research target  vil lages on the 
people 's  commune period (1958-1982) and nowadays in China 
表 2-3 中 国 に お け る 人 民 公 社 時 期（ 1958～ 1982年 ）と 現 在 の 研 究
対 象 村 落 の 行 政 位 置  
人民公社 
時期 
省 
（自治区） 
市 
（盟）
県 
（旗）
人民 
公社 
生産 
大隊 
生産 
小隊 
 
現在 
他の省 市 県 鎮・郷 村 村民小組 
内モンゴル 赤峰市 A旗 Aソム Aガチャー A組（A村） 
内モンゴル 赤峰市 B旗 B鎮 B村 B組（B村） 
内モンゴル 赤峰市 B旗 B鎮 Cガチャー C組（C村） 
出 典 ： 中 国 の 行 政 区 分 を も と に 筆 者 作 成  
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2 . 2 . 2  研 究 対 象 地 の 概 要  
約 2000 年 ご ろ か ら ，内 モ ン ゴ ル の 半 農 半 牧 地 域 で は 防 風 林 ，退
耕 還 林 ，禁 牧 ，生 態 移 民 ,「 危 房 改 造 」 9） な ど 生 態 回 復・貧 困 対 策
の 目 的 で 多 く の プ ロ ジ ェ ク ト が 行 わ れ て い る ． 本 研 究 の 研 究 対 象
地（ 3 つ の 村 落 ）の 所 在 郷・鎮 に お い て は ，生 態 回 復・貧 困 対 策 が
広 く 実 施 さ れ て い る （ 表 2-4 を 参 照 ）． そ の た め ， 本 研 究 で は 郷 ・
鎮 政 府 の 近 隣 ， ま た は 近 く の 村 落 を 代 表 と し て 選 ん だ ．  
 
Table 2-4 The number of vi l lages that ecological restorat ion and poverty 
measures have been carried out in the study area 
表 2-4 研 究 対 象 地 域 に お け る 生 態 回 復・貧 困 対 策 が 実 施 さ れ た 村
落 数  
研究対象地の所
在郷・鎮 
村の総数 防風林 退耕還林 禁牧 生態移民 危房改造
A村の所在郷 55 55 55 55 48 12
B 村の所在鎮 39 39 23 39 0 39
C 村の所在鎮 38 38 38 38 31 14
出 典 ： 永 海 ら （ 2 0 1 5） を も と に 作 成  
 
「 半 農 半 牧 」 式 の 丘 陵 地 帯 の 放 牧 村 落 で あ る A 村 の 標 高 は 376
～ 625 ｍ ，郷 政 府 の 所 在 村 で あ る ．丘 陵 地（ 村 の 総 面 積 の 約 80％ ）
は 主 に 栗 色 土（ c h e s t n u t  s o i l），湖（ 村 の 総 面 積 の 約 4％ ）と そ の 周
辺 の 塩 類 集 積 地 は 主 に 草 甸 土（ h e r b a l  s o i l）と 砂 土 ( s a n d y  s o i l)か ら
構 成 さ れ て い る ． A 村 に お け る 土 地 の 総 面 積 は 6,310 ha で そ の う
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ち 耕 地 が 2,736 ha（ 43.4％ ），放 牧 的 利 用 地 が 2,670 ha（ 42.3％ ）
で ， 林 地 は 486 ha（ 7.7％ ） で あ る ． 人 口 は 約 600 人 （ 158 世 帯 ）
で あ る ． 産 業 と し て は ， 農 業 （ 総 面 積 は 2,736 ha） は ト ウ モ ロ コ
シ（ Z e a  m a y s）や ヒ マ ワ リ（ H e l i a n t h u s  a n n u u s）を 主 な 生 産 品 と し ，
村 の 境 界 線 の 内 側 に 川 が な い た め , 作 物 の 灌 漑 は 地 下 水 資 源 を 利
用 す る し か な い ． 牧 業 は ヤ ギ と ヒ ツ ジ 約 8,000 頭 を 飼 養 し て い る
こ と が 挙 げ ら れ る ． そ れ に 加 え て 出 稼 ぎ の 収 入 で 生 活 を 展 開 し て
い る 村 で あ る . 主 産 業 は 牧 業 だ っ た が 近 年 の 大 規 模 農 地 開 発 に よ
っ て 牧 業 と 農 業 の 混 淆 的 経 営 に な り ， 半 農 半 牧 式 の 村 落 へ 転 換 し
て ， 農 業 が 中 心 に な っ た ．  
農 耕 村 落 で あ る B 村 の 標 高 は 361～ 392 ｍ で あ り ，川 の 近 い と こ
ろ の 平 坦 地 に 位 置 し ，鎮 政 府 の 近 隣 村 で あ る ．農 業 を 中 心 に 営 む B
村 の 土 地 の 総 面 積 は 503 ha で ，そ の う ち 耕 地 (防 風 林 を 含 む )は 422 
ha で ， 村 総 面 積 の 83.9％ を 占 め る ． 林 地 は 40.2 ha で ， 村 総 面 積
の 8.0％ を 占 め る ． 人 口 は 約 1,000 人 （ 280 世 帯 ） で あ る ．   
「 半 農 半 牧 」式 の 半 沙 漠 地 帯 の 放 牧 村 落 で あ る Ｃ 村 の 標 高 は 263
～ 302 ｍ ，鎮 政 府 の 近 隣 に 位 置 す る ．C 村 の 土 地 の 総 面 積 は 3,330 
ha で ，そ の う ち 耕 地 は 1,787 ha で ，村 総 面 積 の 53.6％ を 占 め る ．
林 地 は 77 ha で ，村 総 面 積 の 2.3％ を 占 め る ．人 口 は 約 400 人（ 123
世 帯 ） ， ヒ ツ ジ は 約 3,000 頭 で あ り ， 主 産 業 は 牧 業 だ っ た が 近 年
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の 農 地 開 発 に よ っ て 牧 業 と 農 業 の 混 淆 的 経 営 に な り ， 半 農 半 牧 式
の 村 落 へ 転 換 し て ， 農 業 が 中 心 に な っ た （ 表 2-5 を 参 照 ） ．  
 
Table 2-5 Overview of each vil lage in the research areas 
表 2-5 研 究 対 象 地 域 で あ る 各 村 落 の 概 況  
     種類 
村落 
放牧地（ha）
（％）
耕地（ha） 
（％）
退耕還林（ha） 
（％） 
人口（人） 
世帯数（戸）
A村（牧業・農業） 2,670
42.3
2,736
43.4
141 
2.2 
600
158
B 村（農業を中心） 0 422
83.9
10.5 
2.1 
1,000
280
C 村（牧業・農業） 1,345
40.4
1,787
53.6
77 
2.3 
400
123
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 ， 資 料 ， ArcMap に よ る テ ー ブ ル の ジ オ め り 演
算 な ど を も と に 作 成  
 
2 . 2 . 3  研 究 対 象 地 の 気 象 状 況  
1971～ 2000 年 の 30 年 間 に お け る 年 平 均 気 温 は 4.9℃ ，最 低 気 温
の １ 月 平 均 気 温 は -13.5℃ で あ り ， 最 高 気 温 の 7 月 平 均 気 温 は
22.5℃ で あ る ．ま た ，T h o r n t h w a i t e 法 に よ る 年 間 可 能 蒸 発 散 量 は 約
1,700 mm で ， 年 平 均 降 水 量 は 約 390 mm で ， 年 降 水 量 の 75％ は 6
～ 8 月 に 集 中 し て い る . 3～ 5 月 の 春 季 に 集 中 す る 大 風 と 砂 塵 嵐 が
起 こ り や す い 時 期 の 降 水 量 は 年 平 均 降 水 量 の 10％ し か な い ． 年 平
均 無 霜 期 間 は 121 日 で ， 作 物 成 長 適 応 温 度 期 の 5～ 10 月 ま で の 降
水 量 （ 5 月 は 26.4 mm， 6 月 は 74.9 mm， 7 月 は 131.7 mm， 8 月 は
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85.7 mm， 9 月 は 34.3 mm） が 少 な い た め ， 地 下 水 を 利 用 し た 灌 漑
か ら 切 り 離 す こ と が で き な い （ 表 2-6 を 参 照 ） . 
 
Table 2-6 Climate standard value in the research areas (1971-2000) 
表 2-6 研 究 対 象 地 域 の 気 候 標 準 値 （ 1971～ 2000 年 ）  
月 平均 
気圧 
(Pa) 
平均 
気温 
(℃) 
最高 
気温 
(℃) 
最低 
気温 
(℃) 
平均相
対湿度
(％) 
平均 
総雲量
(％) 
平均 
風速 
(ｍ/ｓ) 
降水量 
(mm) 
1 96,530 -13.5 11.7 -31.8 46 2.2 2.8 1.1
2 96,410 -10.1 18.7 -31.5 42 2.6 2.9 1.9
3 96,100 -2.6 23.8 -30.9 39 3.3 3.3 5.2
４ 95,470 7.4 33.4 -14.9 37 4.5 3.9 9.5
5 95,200 15.3 38.7 -4.9 39 5.2 3.6 26.4
6 94,930 20.0 38.0 2.4 57 5.8 2.6 74.9
7 94,850 22.5 40.2 6.2 70 6.2 2.0 131.7
8 95,250 20.4 37.6 3.0 72 5.2 1.6 85.7
9 95,760 13.9 34.3 -6.1 62 3.9 2.1 34.3
10 96,170 6.0 29.7 -13.1 50 3.0 2.8 13.7
11 96,410 -4.2 20.3 -30.9 50 2.7 2.8 4.6
12 96,490 -11.1 11.7 -28.8 50 24 2.7 1.2
年 平均 
気圧 
平均 
気温 
最高 
気温 
最低 
気温 
平均相
対湿度
平均 
総雲量
平均 
風速 
降水量 
 95,800 5.3 40.2 -31.8 51 3.9 2.8 390.2
注：赤峰市バイリン左旗（経度：119°40' E ,緯度：43°98' N，標高 486.2 ｍ） 
出 典：「 中 国 気 象 科 学 デ ー タ 共 享 サ ー ビ ス（ http://cdc.cma.gov.cn）
を も と に 作 成  
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2 . 3  村 落 位 置 の 地 理 的 特 徴  
実 地 調 査 及 び 衛 星 デ ー タ 解 析 か ら , 放 牧 村 落 で あ る A 村 と C 村
の 集 落 は ， 水 場 の 周 辺 に 位 置 す る と い う 特 徴 が み ら れ た ． 具 体 的
に は ， A 村 の 集 落 は 湖 の 周 辺 に ， 牧 場 は 人 民 公 社 時 代 （ 1958 年 ）
に 掘 削 さ れ た 井 戸 の 周 り に 形 成 さ れ ，C 村 の 集 落 は 河 川 の 近 く に 形
成 さ れ て い る （ 図 2-4, 図 2-5 を 参 照 ） ． 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 ，
村 落 の 形 成 は 放 牧 に 適 し た 土 地 を 選 定 し て 行 わ れ ，村 の 境 界 線 は ，
山 頂 ， 湖 の 中 心 （ 川 の 一 側 ） な ど 自 然 的 場 所 ， 及 び 墓 ， 道 ， 井 戸
な ど 人 為 的 に 作 ら れ た 特 定 の 場 所 に 決 ま ら れ た こ と が 明 ら か に な
っ た ．  
し か し ，農 耕 村 落 で あ る B 村 の 集 落 は 平 坦 地 に 位 置 す る（ 図 2-6
を 参 照 ） ． そ の 原 因 は , 平 坦 地 が 耕 作 に 適 し て い る た め で あ る ．
ま た ， 耕 作 地 周 辺 に 住 む と 耕 作 し や す い こ と で あ る ． 農 耕 村 落 の
境 界 線 は ， 隣 接 す る 耕 地 の 境 界 ， ま た は 道 路 で あ る ．  
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図 2-4 A 村 の 地 形 状 況 と そ の 境 界 線 の 特 徴（ 標 高：376～ 625 ｍ ）  
出 典 ： SRTMの 30 ｍ の 解 像 度 の 標 高 デ ー タ  
Figure 2-4 Features of terrain si tuation with the boundary l ine in vi l lage A 
 
 
図 2-5 B 村 の 地 形 状 況 と そ の 境 界 線 の 特 徴（ 標 高：361～ 392 ｍ ） 
出 典 ： SRTMの 30 ｍ の 解 像 度 の 標 高 デ ー タ  
Figure 2-5 Features of terrain si tuation with the boundary l ine in vi l lage B 
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図 2-6 C 村 の 地 形 状 況 と そ の 境 界 線 の 特 徴（ 標 高：263～ 302 ｍ ）  
注 ： 村 の 南 側 （ 右 下 ） の 境 界 は 川 で 分 け ら れ て い る . 
出 典 ： SRTMの 30 ｍ の 解 像 度 の 標 高 デ ー タ  
Figure 2-6 Features of terrain si tuation with the boundary l ine in vi l lage C 
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第 3章  村 落 に お け る 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特 徴  
3.1 清の末期（1900 年代 ）から人民公社解体（1980 年代 ）までの農地開発の経緯
と特徴 
近 代 以 前 ， 内 モ ン ゴ ル 東 部 地 域 の 農 地 開 発 は 主 に 河 川 沿 岸 な ど
の 肥 沃 な 土 地 で 行 わ れ た が ， 1950 年 代 以 降 ， そ の よ う な 豊 か な 土
地 は す で に 使 い 尽 く さ れ て い た た め ,耕 作 に 適 さ な い ほ か の 土 地
に 移 っ た （ 厳 ,2008)．   
約 1950 年 代 ま で に 開 発 さ れ た 農 地 は ほ と ん ど 湖 と 川 の 周 り の 肥
沃 な 土 地 で あ っ た が ，1950 年 代 の 終 わ り ご ろ の 大 躍 進 運 動 に よ り ，
丘 陵 地 ま で 広 が り ，耕 作 に 適 さ な い 内 モ ン ゴ ル の 農 地 は 2～ 3 年 の
耕 作 で 地 力 が 弱 ま っ た た め ， 新 た な 土 地 の 開 発 を 繰 り 返 し た （ 伊
藤 ら ,2006）．ま た ，作 物 の 種 類 も キ ビ（ P a n i c u m  m i l i a c e u m）の み
の 栽 培 か ら ア ワ （ S e t a r i a  i t a l i c a）， モ ロ コ シ （  S o rg h u m  b i c o l o r），
コ ム ギ (Tr i t i c u m） な ど 多 く の 穀 物 が 栽 培 さ れ る よ う に な っ た ．  
ま た ， 1948 年 の 土 地 改 革 の 始 ま り ま で は ， 内 モ ン ゴ ル の モ ン ゴ
ル 族 が 自 給 で き な い 食 糧 や 農 機 具 な ど を ， 漢 民 族 地 域 に 少 な い 毛
皮 な ど 生 活 用 品 と 交 換 す る こ と が 多 か っ た ． し か し ， 文 化 大 革 命
時 期 で あ る 1960 年 代 で は ， 農 産 物 も 販 売 と 交 換 が 禁 止 さ れ た
( 李 ,2012) ． そ の た め ， 生 活 に 必 要 な 伝 統 的 食 糧 で あ る キ ビ
（ Panicum miliaceum） を 自 給 す る し か な か っ た と 考 え ら れ る ．  
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本 研 究 の 研 究 対 象 地 で あ る 放 牧 村 落 で は ，約 1950 年 代 ま で に 穀
物 食 糧 を モ ン ゴ ル 語 の 「 ナ マ グ タ リ ヤ 」 と 「 ア ヤ ン タ リ ヤ 」 と い
う 2 つ の 方 法 で 解 決 し て い た（ 表 3-1 を 参 照 ）．主 に 作 ら れ た 作 物
種 が キ ビ ，ソ バ ，ア ワ な ど を 播 い て い た（  寶 昭 日 格 図 ，2012）．「 ナ
マ グ タ リ ヤ 」の「 ナ マ グ 」は 沼 と い う 意 味 で あ り ，「 タ リ ヤ 」は 畑
と い う 意 味 で あ る ．「 ア ヤ ン タ リ ヤ 」の「 ア ヤ ン 」は 旅 と い う 意 味
で あ り ．「 タ リ ヤ 」 は 畑 と い う 意 味 で あ る ．  
 
Table 3-1 Features of the traditional  grain food solutions Ayantariya  and 
Namagutariya  
表 3-1 内 モ ン ゴ ル の 伝 統 的 穀 物 食 糧 の 解 決 方 法 で あ る  
「 ナ マ グ タ リ ヤ 」 と 「 ア ヤ ン タ リ ヤ 」 の 特 徴  
種類 「ナマグタリヤ」 「アヤンタリヤ」 
条件 ①沼（湖や川の畔の湿地） 
②大雨の日（春） 
①塩の産地 
②塩取りに行く． 
 
 
順番 
①馬群（跡の作り） 
②種まき（跡の中） 
③馬群（踏ませる） 
④収穫（秋） 
①畜産品（皮，毛，乳産品など）
を持ち；②「アヤン」（旅）に
行く；③畜産品と生活用品（コ
ムギ，コメ，綿布など）の交換；
④帰り 
 
 
特徴 
①収穫後に刈り株を地上に長く残しておく
ため，土壌層の保護と放牧を妨害しない機能
があった；②跡の中のばら播きは畝が出ない
ため，土壌層の流失を防ぐ；③1 ヶ所に３年
以上種を播かない；④土地生産性が低い 
①1 年に 3 回（春，夏，秋）行
く； 
②塩取りに行く旅を機会とし
て，自分が生産できない商品を
畜産品で交換する． 
出 典 ： 寶 昭 日 格 図 （ 2012） と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
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1950 年 以 降 ，社 会 主 義 に 入 り ，「 大 躍 進 」，「 四 清 」，「 文 化 大 革 命 」
な ど 運 動 が 行 わ れ て い た 人 民 公 社 時 期 で あ っ た ． そ の 時 期 は 個 人
的 利 益 の た め の 耕 作 ， 交 換 ， 販 売 な ど が 批 判 さ れ た が 禁 止 さ れ た
た め ，「 ナ マ グ タ リ ヤ 」と「 ア ヤ ン タ リ ヤ 」が 禁 止 さ れ た（  寶 昭 日
格 図 ， 2012）．そ の 時 期 は ，生 産 隊（ 現 在 の 村 ）の 集 団 的 畑 で け が
許 さ れ て い た ． 1980 年 以 降 は ， 元 々 の 土 地 生 産 性 が 低 い の 「 ナ マ
グ タ リ ヤ 」 と 「 ア ヤ ン タ リ ヤ 」 が 農 業 技 術 の 発 展 ， 土 地 使 用 権 の
個 人 へ の 分 配 な ど に よ り ， 進 め ら れ な か っ た ．  
 
3 . 1 . 1  放 牧 村 落 （ 1900～ 1980 年 ）  
A 村 は ， 約 1900 年 頃 か ら 1940 年 代 末 ま で 「 タ マ ッ ト 」 (モ ン ゴ
ル 語 で は「 印 章 」と い う 意 味 )と 呼 ば れ る モ ン ゴ ル 貴 族 1 人 で 所 有
す る 土 地 で あ っ た ．タ マ ッ ト は 綽 名 で ，当 時 の 旗 王（ 旗 役 所 の 王 ）
は 家 畜 が 10,000 頭 以 上 の 貴 族 に「 旗 王 印 」を 押 し た こ と に 由 来 す
る ． タ マ ッ ト は A 村 の 南 に 位 置 す る 湖 の 隣 に 定 住 し ， 当 時 は 約 15
人 の 季 節 労 働 者 と 長 期 労 働 者 を 雇 用 し て ， 主 に 放 牧 と モ ン ゴ ル 族
の 伝 統 的 食 糧 キ ビ（ P a n i c u m  m i l i a c e u m）の 畑（ そ の 面 積 は 約 3 ha）
を 作 っ て い た（ 德 欽 ，2010）．し か し ，１ 948 年 の 土 地 改 革 に よ り ，
タ マ ッ ト の 家 畜 が 没 収 さ れ ， 一 部 が 住 民 に 分 配 さ れ た ． 土 地 が 共
同 利 用 で あ っ た ．   
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C 村 は ， 約 1940 年 代 末 ま で に モ ン ゴ ル 王 公 と 貴 族 の 所 有 す る 土
地 で あ っ た が ， 1948 年 の 土 地 改 革 に よ り ， 家 畜 の 一部が住民牧 民 に
分 配 さ れ て ， 土 地 は 共 同 的 放 牧 利 用 で あ っ た ． そ の 後 ， 1953 年 か
ら 1956 年 ま で の「 互 助 組 」，「 初 級 合 作 社 」，「 高 級 合 作 社 」な ど の
成 立 に よ り 牧 業 が 合 作 化 さ れ た ．1958 年 の 人 民 公 社 の 作 り に よ り ，
1 つ の「 生 産 隊 」と し て 土 地 が 集 団 地 所 有 に な っ て ，社 員 が み ん な
村 の 南 境 界 線 で あ る 川 の 北 側 に 散 居 的 に 定 住 し て い た ． 1950 年 代
ま で は ，主 に 放 牧 で あ り ，そ の 他 に 川 の 周 辺 に キ ビ と 野 菜 を 作 り ，
丘 陵 地 に 総 面 積 が 約 2 ha の キ ビ （ P a n i c u m  m i l i a c e u m ）， ソ バ
（ F a g o p y r u m  e s c u l e n t u m）な ど を 耕 作 し て い た よ う で あ っ た（ 表 3-2
を 参 照 ）．  
1982 年 ， 人 民 公 社 が 解 体 す る と き ， 以 上 の よ う な 土 地 改 革 ， 牧
業 合 作 化 ， 人 民 公 社 な ど 歴 史 的 環 境 に よ る 農 業 と 土 地 の 政 策 を 受
け て ， A 村 に お け る 放 牧 地 の 開 墾 面 積 は 257 ha（ そ の な か に 耕 作
面 積 は 120 ha）と な り ，村 の 総 面 積 の 約 4.1％ ま で 拡 大 さ れ た（ 図
3-1 を 参 照 ）．C 村 で も 同 じ よ う な 経 緯 に よ り ，放 牧 地 の 開 墾 面 積
は 112 ha と な り ， 村 の 総 面 積 の 約 3.4％ ま で 拡 大 さ れ た （ 図 3-2
を 参 照 ） ． 主 に 作 ら れ た 作 物 種 は ア ワ ， モ ロ コ シ ， キ ビ な ど で あ
っ た ．  
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Table 3-2 Farmland development history in grazing village A and C 
(1900-1981) 
表 3-2 放 牧 村 落 で あ る A 村 と C 村 に お け る 農 地 開 発 経 緯  
（ 1900～ 1981 年 ）  
時期（年代） 農業政策 開墾の原因と作物の種 場所 
（地下水位） 
清の末から東
モンゴル自治
政府の時期
（1900～1947） 
 
封禁政策 
貴族と農耕モンゴル族の雇用者にお
ける食糧の自産．主に作られた作物が
キビ，ソバなど 
 
湖・川の周り 
（1～3 ｍ） 
土地改革時期 
（1948～1952） 
土地改革 伝統的食糧であるキビの自産，または
ソバ，アワなど 
湖・川の周り 
（1～3 ｍ） 
 
 
農牧業合作化 
（1953～1956） 
人民公社時期 
（1958～1981） 
 
 
「自給田」
と 
食糧優 
先政策 
①食糧，野菜（湖と川の周り），飼料
の自給を実現するため；②地元（近隣
の完全沙漠村）で自給田を作らない外
来村人の耕作.主にアワ，モロコシ； 
③販売と交換の禁止により，ソバ，コ
ムギなど食糧の自給；④食糧優先政策
の実施．主に作られた作物がアワ，モ
ロコシ，キビなど 
 
 
丘陵地 
（15～30 ｍ）
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
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図 3-1 放 牧 村 落 で あ る A 村 に お け る 放 牧 地 の 開 墾 面 積  
(1900～ 1981) 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-1 Reclamation area of rangeland in grazing vil lage A (1900-1981) 
 
 
 
図 3-2 放 牧 村 落 で あ る C 村 に お け る 放 牧 地 の 開 墾 面 積  
(1900～ 1981) 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-2 Reclamation area of rangeland in grazing vil lage C (1900-1981) 
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3 . 1 . 2  農 耕 村 落 （ 1900～ 1980 年 ）  
B 村 は ， 約 1940 年 代 末 ま で に モ ン ゴ ル 王 公 と 貴 族 の 所 有 す る 土
地 で あ っ た が ， 1948 年 の 土 地 改 革 に よ り ， 住 民 に 分 配 さ れ た ． そ
の 後 ，1955 年 に 8 世 帯 が「 互 助 組 」と し て 立 て ら れ ，1956 年 に「 初
級 合 作 社 」，そ の あ と の「 高 級 合 作 社 」な ど の 成 立 に よ り 牧 業 が 合
作 化 さ れ た ．  
1958 年 に 国 営 農 牧 場 が 作 ら れ ， B 村 は 国 営 農 牧 場 の 下 に 1 つ の
「 生 産 隊 」 と し て 土 地 が 集 団 地 所 有 に な っ て ， 社 員 が み ん な 「 ウ
リ ジ ム ル ン 」 と い う 川 の 西 側 に 散 居 的 に 定 住 し て い た ． 1950 年 代
末 ま で は ，耕 作 と 放 牧 の 兼 業 だ っ た が ，国 営 農 牧 場 の 成 立 に よ り ，
徐 々 に 農 業 を 中 心 と し た ． 最 初 は ， 川 の 周 辺 に 川 水 を 利 用 し た ア
ワ ， ソ バ ， モ ロ コ シ ， コ ム ギ ， 野 菜 な ど 食 糧 の 自 給 を 実 現 す る た
め の 灌 漑 農 業 が 始 め ら れ た ．そ の 面 積 が 約 16 ha で あ っ た（ 表 3-3
を 参 照 ）．  
人 民 公 社 時 期 の 食 糧 不 足 に よ る 食 糧 優 先 政 策 が 実 施 さ れ ， 国 営
農 牧 場 が 集 団 的 な 農 業 以 外 に 牧 業 も 経 営 し て い た（ 図 3-3 を 参 照 ）.
そ の 家 畜 に 冬 と 春 は 牧 草 と 飼 料 が 必 要 で あ っ た た め ，丘 陵 地 で（ 現
在 村 の 境 界 に 入 ら な い ） ア ワ ， モ ロ コ シ ， コ ム ギ な ど の 天 水 農 業
が 行 わ れ て い た ．  
以 上 の よ う に ， 改 革 開 放 に よ る 土 地 の 請 負 が 始 ま る と き の 1981
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年 の 冬 ， Ｂ 村 に お け る 現 在 の 所 有 地 の 中 の 耕 地 面 積 が 203 ha と な
り ， 村 の 総 面 積 の 約 40.4％ で あ っ た （ 図 3-4 を 参 照 ） . 
 
Table 4-3 Farmland development history in farming vil lage B (1900-1980) 
表 3-3 農 耕 村 落 で あ る B 村 に お け る 農 地 開 発 経 緯  
（ 1900～ 1980 年 ）  
時期（年代） 農業政策 開墾の原因と作物の種 場所 
（地下水位）
清の末から東 
モンゴル自治 
政府の時期
（1900～1947） 
 
封禁政策 
 
移民による集落の形成と食糧の自
産.主にキビ，ソバ，アワなど 
 
川の周り 
（2～3 ｍ） 
土地改革時期 
（1948～1952） 
土地改革 食糧の自産．主にアワ，ソバ，モロ
コシ，コムギ，野菜など 
川の周り 
（2～3 ｍ） 
 
 
農牧業合作化 
（1953～1956） 
人民公社時期 
（1958～1981） 
 
「自給田」
と 
食糧優 
先政策 
①「自留地」での食糧（コムギ，野
菜）の自給；②川の周りに川水を利
用した食糧の自給を実現するための
灌漑農業がはじまった．主にトウモ
ロコシ，アワ，コムギ；③丘陵地で
家畜の飼料の自給を実現するための
天水農業. 主に作られた作物がア
ワ，モロコシ，コムギなど 
 
 
川の周り 
（2～3 ｍ） 
丘陵地 
（15～30 ｍ）
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
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図 3-3 Ｂ 村 に 所 属 さ れ て い た 元 「 国 営 農 牧 場 」 の 旧 跡  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2013 年 8 月 ）  
Figure 3-3 Historic si te of the original State-owned farm  of vi l lage B 
 
 
 
図 3-4 農 耕 村 落 で あ る B 村 に お け る 放 牧 地 の 開 墾 面 積  
(1900～ 1981) 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-4 Reclamation area of rangeland in grazing vil lage B (1900-1981) 
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3 . 2  改 革 開 放 以 降 の 農 地 開 発 の 経 緯 と 特 徴 （ 1980～ 2000）  
改 革 開 放 以 降 の 放 牧 村 落 で は ， 牧 畜 の 生 産 性 を 上 げ る 目 的 で 家
畜 の 冬 の 牧 草 作 り と し て 採 草 地 の 柵 作 り ，「 口 糧 田 」 の 分 配 ，「 労
働 模 範 」と い う 富 裕 牧 民 の モ デ ル 作 り ，「 小 草 庫 倫 」10） の 作 り と 拡
大 ， 富 裕 層 の モ デ ル 的 人 工 牧 草 地 （ 人 工 的 に 家 畜 飼 養 の 牧 草 を 作
る 目 的 で 囲 い 込 ま れ た 土 地 ） の 分 配 な ど 国 家 と 地 域 政 府 の 主 導 的
プ ロ ジ ェ ク ト 式 開 発 が あ っ た ．  
農 耕 村 落 で は ，生 産 責 任 制 の 推 進 に よ り ，耕 地 が「 両 田 制 」（「 口
糧 田 」 と 「 責 任 田 」） で 請 負 経 営 さ れ た ． そ の 制 度 が 1981 年 の 冬
か ら 1997 年 の 6 月 ま で 続 け ら れ た ． ま た ， 1997 年 7 月 に ，「 中 華
人 民 共 和 国 農 村 土 地 請 負 法 」 の 実 施 に よ り ， 耕 地 が 人 口 当 た り に
再 分 配 さ れ た （ 表 3-4 を 参 照 ）．  
 
Table 3-4 The type of projects that  have been made in every vil lage 
(1981-2000) 
表 3-4 村 落 ご と に 行 わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト の 種 類 （ 1981～ 2000）  
    種類 
村 
口糧田 責任田 採草地 小草庫倫 人工牧草 
A 〇 × 〇 〇 〇 
B 〇 〇 × × × 
C 〇 × 〇 〇 〇 
注：〇ある，×なし 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
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3 . 2 . 1  放 牧 村 落 の 耕 地 化  
3.2.1.1 「 口 糧 田 」 の 分 配  
1978 年 の 改 革 開 放 の 開 始 に よ り ， 放 牧 村 落 で は ， 生 産 責 任 制 が
実 施 さ れ て 集 団 所 有 家 畜 が 人 口 当 た り に 分 配 さ れ た ． し か し ， 放
牧 地 が 分 配 さ れ な か っ た の で ， 共 同 利 用 だ っ た ． ま た ， 農 家 の 自
給 食 糧 や 自 家 用 野 菜 を 栽 培 す る た め の 「 口 糧 田 」 と し て 0.33 ha/
人 の 農 地 が 分 配 さ れ た ．  
放 牧 村 落 に お け る 「 口 糧 田 」 の 分 配 は ， 1983～ 1986 年 の 間 に 食
糧 の 不 足 を 補 う た め に 行 わ れ た 。 そ れ ま で の 中 国 の 「 計 画 経 済 体
制 」 時 期 （ 1949～ 1992 年 ） は 食 糧 供 給 を 確 保 す る た め に 「 食 糧 供
給 セ ン タ ー 」（ 中 国 語 で は「 粮 食 供 給 中 心 」と 言 う ）で 食 糧 を 調 達
管 理 （「 食 糧 配 給 切 符 」： 穀 物 や 穀 物 の 加 工 品 を 買 う と き に ， 現 金
以 外 に 必 要 と す る チ ケ ッ ト ，1993 年 に 廃 止 さ れ た ）さ れ て い た（ 図
3-5 と 図 3-6 を 参 照 ）．  
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図 3-5 1980 年 代 ま で に 使 わ れ て い た 「 糧 票 」  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2012 年 9 月 ）  
Figure 3-5 Food Coupons used during 1980s  
 
 
 
図 3-6 1993 年 ま で に 使 わ れ て い た 「 食 糧 供 給 証 」  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2012 年 9 月 ）  
Figure 3-6 The food supply l icense  used up to 1993s 
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3.2.1.2 採 草 地 の 柵 作 り に よ る 耕 地 化  
内 モ ン ゴ ル の 東 地 域 で は ，清 朝 の 中 期（ 約 1800 年 頃 ）か ら 半 農
半 牧 村 落 が 形 成 さ れ ， 耕 作 地 で 作 ら れ た 穀 物 （ キ ビ と ア ワ ） の 茎
を 秋 に 保 存 し ， 冬 と 春 の 家 畜 の 飼 料 と し た （ 敖 特 根 ら ,1998）． 人
民 公 社 時 期 の 採 草 作 業 は ， 冬 と 春 の 大 風 ， 雪 害 な ど を 防 ぎ ， ま た
は 病 気 の 家 畜 を 群 れ か ら 離 し て ， 小 屋 の 中 に 飼 養 す る 目 的 で ， 集
団 的 に 行 わ れ て い た ．  
改 革 開 放 以 降 ， 内 モ ン ゴ ル の 放 牧 集 落 で は ， 生 産 性 を 上 げ る 目
的 で 家 畜 の 冬 の 牧 草 作 り と し て 採 草 地 の 柵 が 作 ら れ る よ う に な っ
た ． 牧 民 が 毎 年 の 9～ 10 月 に 約 1 ヶ 月 間 の 採 草 作 業 を 行 う ． そ し
て ， 採 草 作 業 を 行 う 月 を 「 草 刈 る 月 」 と 言 う ． そ の 草 刈 る 場 所 を
保 全 す る た め に ， 牧 草 の 成 長 と 採 草 作 業 が 終 わ る ま で の 期 間 （ 4
月 ～ 10 月 末 ）に 家 畜 を 絶 対 入 れ な い よ う に す る 村 の ル ー ル が あ る ． 
本 研 究 の 対 象 村 落 で あ る A 村 で は ， 1983 年 の 春 ， 国 か ら プ ロ ジ
ェ ク ト 援 助 の も と ， 鉄 製 の 杭 と 鉄 線 が 支 給 さ れ ， 510 ha の 共 同 放
牧 利 用 の 丘 陵 地 が 柵 で 囲 い 込 ま れ た ． そ の 中 393 ha が 採 草 地 と し
て 利 用 さ れ る よ う に な り ， 残 り の 117 ha は 「 口 糧 田 」 と し て 分 配
さ れ た ．Ｃ 村 で は ，1985 年 に 264 ha の 共 同 利 用 の 放 牧 地 が 柵 で 囲
い 込 ま れ ， 採 草 地 と し て 利 用 さ れ ， 117 ha の 「 口 糧 田 」 と し て 分
配 さ れ た ．  
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3.2.1.3 富 裕 牧 民 の モ デ ル 柵 に よ る 耕 地 化  
中 国 の 各 分 野 に お い て ， 生 産 や 技 術 開 発 に 顕 著 な 成 績 を 収 め た
者 に 「 労 働 模 範 」 と い う 称 号 を 与 え て い る ． 1940 年 代 か ら 生 産 性
を 上 げ る た め ， 旧 ソ 連 の ス タ ハ ー ノ フ 運 動 に な ら っ て 延 安 解 放 区
か ら 始 ま っ た ．成 績 が と く に 顕 著 な 者 を「 全 国 労 働 模 範 」と い い ，
そ れ 以 下 の も の は 省（ 自 治 区 ）･市 や 企 業 単 位 で こ の 称 号 が 与 え ら
れ る ．「 労 働 模 範 」は 各 分 野 の モ デ ル と し て の 機 能 を も ち ，各 時 期 ･
時 代 の 要 求 を 反 映 し た モ デ ル が 選 ば れ る ． 農 業 面 で 労 働 模 範 の 中
の モ デ ル を み る と ， 延 安 時 代 は 富 農 の 呉 満 有 ， 土 地 改 革 後 は 農 村
の 組 織 化 に 取 り 組 ん だ 李 順 達 ， ま た 個 人 農 で 篤 農 の 陳 永 康 ， 1955
～ 1956 年 の 合 作 社 化 時 代 は 苦 し い 農 民 た ち を 合 作 社 化 に 導 い た 王
国 藩 ， 1960 年 代 の 村 の 建 設 を 指 導 し た 陳 永 貴 な ど の 選 ば れ 方 に 時
代 の 反 映 が み え る （ 世 界 大 百 科 事 典  第 ２ 版 よ り ） ．  
改 革 開 放 の 初 期 も ， こ の よ う な 習 慣 が 引 き つ い て ， 内 モ ン ゴ ル
の 農 村 地 域 で も 牧 業 の 生 産 性 を 上 げ る 目 的 で ， 各 政 府 が 家 畜 の 多
い 世 帯 を 激 励 し て ，「 労 働 模 範 」と い う 富 裕 牧 民 の モ デ ル を 作 る よ
う に し て い た ．  
1983 年 ，本 研 究 の 対 象 村 落 で あ る A 村 の D 氏（ 1985 年 度 内 モ ン
ゴ ル の「 自 治 区 労 働 模 範 」）は 国 か ら プ ロ ジ ェ ク ト 援 助 を 受 け ，鉄
製 の 杭 と 鉄 線 が 支 給 さ れ ，70 ha の 共 同 放 牧 利 用 の 丘 陵 地 を 囲 ん だ ．
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そ の 70 ha の 中 ， 当 時 20 ha が 牧 草 を 作 る 人 工 牧 草 地 の 許 可 を 受
け て い た が ， 徐 々 に 貸 し 出 し 耕 地 に な っ た ．  
 
3.2.1.4 「 小 草 庫 倫 」 の 設 置 と 拡 大  
Ａ 村 と Ｃ 村 で は ，1980 年 代 末 か ら 冬 期 の 牧 草 を 確 保 し ，牧 畜 の 生
産 性 を 向 上 さ せ る た め に ，「 小 草 庫 倫 」（ 英 語 で は 「 S m a l l  f e n c e d  
P a s t u r e」 と 言 う ） と 呼 ば れ る 柵 の 設 置 が 盛 ん に 行 わ れ た ． 最 初 は
1 世 帯 当 た り 1 ha で あ っ た が ， 1995 年 か ら 、「 家 族 人 数 が 1～ 2 人
の 世 帯 は 0.67 ha，3～ 4 人 の 世 帯 は 1.33 ha，5 人 以 上 の 世 帯 は 2 ha」
と 許 可 さ れ た ． そ の 後 , 小 草 庫 倫 の 設 置 に よ り ， 群 れ と 一 緒 に 行
か な い 種 羊 (繁 殖 期 を 調 整 す る た め )， 子 羊 ， 病 気 羊 な ど の 飼 養 や
住 宅 の 防 砂 ， 灌 漑 耕 地 な ど が 可 能 と な り , 小 草 庫 倫 の 設 置 面 積 の
拡 大 と 耕 地 化 が 自 発 的 に 進 ん で ， そ の 面 積 は 世 帯 の 住 ん で い た 場
所 に よ っ て 異 な り ， 村 の 日 常 生 活 用 の 通 路 ま で に 広 が っ た （ 永
海 ,2013; Y O N G - H A I  e t  a l . , 2 0 1 4）．A 村 の 各 世 帯 の「 小 草 庫 倫 」の
面 積 範 囲 は 0.67～ 17 ha で あ っ た（ 図 3-7，図 3-8，図 3-9 を 参 照 ）．  
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図 3-7 Ｃ 村 に お け る 「 小 草 庫 倫 」 の 耕 作 的 利 用  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2015 年 8 月 ）  
Figure 3-7 Cultivation uti l ization of  Small  fenced Pasture in the vil lage C  
 
 
図 3-8 Ａ 村 に お け る 「 小 草 庫 倫 」 の 種 羊 ・ 病 気 家 畜 飼 養 的 利 用  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2012 年 9 月 ）  
Figure 3-8 The uti l ization of  Small  fenced Pasture about feeding of breeding 
sheep and sick animal 
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図 3-9 降 水 量 が 少 な い 年 に 非 灌 漑「 小 草 庫 倫 」の 採 草 的 利 用 と 住
宅 の 北 側 に 位 置 し た 防 砂 的 機 能 （ Ａ 村 ）  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2012 年 9 月 ）  
Figure 3-9 The uti l ization of non-irrigated meadow and i ts  sand prevention 
function on the north side of the house in less annual  precipitation 
 
3.2.1.5 富 裕 層 の モ デ ル 人 工 牧 草 地 の 耕 地 化  
Ａ 村 で は ， 1990 年 代 中 期 の 富 裕 層 の モ デ ル を 作 る た め に 富 裕 層
世 帯 へ 人 工 牧 草 地 （ 人 工 的 に 家 畜 飼 養 の 牧 草 を 作 る 目 的 で 囲 い 込
ま れ た 土 地 ） が 分 配 さ れ た が ， 集 落 と の 距 離 が 平 均 4.1 km と 遠 か
っ た た め , 家 畜 の 「 冬 期 の 牧 草 の 確 保 」 と い う 一 つ の 機 能 の み で
あ っ た ． ま た ， そ の 人 工 牧 草 地 は ， 2～ 3 年 の 耕 作 に よ り ， 地 力 が
低 下 し 収 量 が 3 年 間 で 1 年 目 の 約 1/3 ま で 減 少 し た ．加 え て ，2002
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年 か ら の 禁 牧 政 策 に よ り 家 畜 頭 数 が 減 っ た こ と に よ っ て ， 徐 々 に
牧 草 確 保 の 採 草 利 用 か ら 穀 物 を 作 付 け す る 耕 地 へ と 転 換 し た （ 図
3-10 を 参 照 ） ．  
 
 
図 3-10 Ａ 村 に お け る 舗 装 さ れ た 道 路 の 両 脇 の 人 工 牧 草 地 作 り と
そ の 耕 作 化  
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2 0 1 3 年 9 月 ）  
F i g u r e  3 - 1 0  A r t i f i c i a l  p a s t u r e  a n d  i t s  c u l t i v a t i o n  o n  b o t h  s i d e s  o f  t h e  
m a i n t e n a n c e  r o a d  
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3.2.1.6 A 村 と Ｃ 村 の 耕 地 化  
A 村 に お い て は ， 改 革 開 放 以 降 の 約 20 年 間 ， 牧 畜 の 生 産 性 を 上
げ る 農 業 政 策 の 下 ， 放 牧 地 の 開 墾 面 積 は 1,336 ha で ， 村 の 総 面 積
の 約 21.2％ で あ っ た （ 図 3-11， 図 3-12， 表 3-5 を 参 照 ） ．  
 
 
図 3-11 放 牧 村 落 で あ る A 村 に お け る 農 地 開 発 面 積  
(1978～ 2000)   
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-11 Reclamation area of rangeland in grazing vil lage A (1978-2000) 
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Table 3-5 Farmland development history in grazing village A and C 
(1981-2000) 
表 3-5 放 牧 村 落 で あ る A 村 と Ｃ 村 に お け る 農 地 開 発 経 緯  
（ 1981～ 2000 年 ）  
時期（年代） 農業政策 開墾の原因と作物の種 場所 
（地下水位）
 
 
 
 
 
 
 
 
改革開放 
(1978～2000)
 
 
 
土地請負制度
(1983～1985)
 
 
①生産性を上げる目的で家畜の冬
の牧草作りとして採草地の柵作
り；②「労働模範」という富裕牧民
のモデル作るための柵の設置；③請
負制度による「口糧田」と人工牧草
地の分配．「口糧田」では主に作ら
れた穀物はアワ，キビなど 
 
 
丘陵地 
（20 ｍ以下）
 
 
小草庫倫 
(1989～ ) 
 
家畜の冬期の牧草確保のために人
工牧草を作ることにより，生産性を
上げる目的であったが，住宅に対す
る防砂,種羊と病気家畜の飼養的機
能もあったため，自発的に耕地化と
拡大が進んだ．主に作られた作物が
トウモロコシ，ヒマワリなど 
 
 
丘陵地 
（10～30 ｍ）
 
土地使用権 
(1997～ ) 
「中華人民共和国農村土地請負法」
が実施され，土地使用権が新たに分
配され，人工牧草地の拡大と耕地化
が進んだ.主に作られた作物がトウ
モロコシ，アワなど 
 
丘陵地 
（20 ｍ以下）
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 使 用 権 の 分 配 資 料 を も と に 作 成  
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C 村 は A 村 と 類 似 的 に ， 改 革 開 放 以 降 の 約 20 年 間 ， 牧 畜 の 生 産
性 を 上 げ る 農 業 政 策 の 下 ， 放 牧 地 の 開 墾 面 積 は 1,120 ha で ， 村 の
総 面 積 の 約 33.6％ で あ っ た （ 表 3-5 と 図 3-13 を 参 照 ） ．  
ま た ，以 前 の 作 物 種 は キ ビ ,ア ワ ，ソ バ ，モ ロ コ シ ，な ど 耐 乾 性
作 物 で あ っ た が ， 1990 年 代 末 か ら ， 大 量 の 水 を 必 要 と す る 環 境 負
荷 の 高 い 作 物 で あ る ト ウ モ ロ コ シ を 栽 培 す る よ う に な っ た ．  
 
 
 
図 3-13 C 村 に お け る 農 地 開 発 面 積 (1981～ 2000) 
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-13 Reclamation area of rangeland in vil lage C (1981-2000) 
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3 . 2 . 2  農 耕 村 落 の 農 地 開 発  
 1982 年 ， 人 民 公 社 の 解 体 に よ り ， Ｂ 村 の 所 在 し て い た 「 国 営 農
牧 場 」 が 解 散 さ れ ， 行 政 機 能 は 鎮 （ 当 時 は 郷 で あ っ た ） 人 民 政 府
に 移 さ れ た ． 耕 地 と 家 畜 の 一 部 が 人 口 当 た り に 分 配 さ れ た ． 耕 地
の 残 り の 一 部 が 鎮（ 当 時 は 郷 で あ っ た ）人 民 政 府 に 管 理 さ れ た が ，
1997 年 か ら 徐 々 に 売 ら れ た ． 耕 地 を 買 取 っ た の は 商 人 で あ る ． Ｂ
村 に お い て は ， 「 国 営 農 牧 場 」 の 解 散 に よ り 郷 人 民 政 府 に 管 理 さ
れ た 土 地 が 約 130 ha で あ っ た ．  
1981 年 の 冬 ， 生 産 責 任 制 （ 中 国 語 で は 「 家 庭 聯 産 承 包 責 任 制 」
と 言 い ,  1980 年 代 前 半 の 農 村 改 革 の ス ロ ー ガ ン は 「 包 産 到 戸 ， 分
田 到 戸 （ 日 本 語 訳 で は 家 族 で 請 負 す る ）」） が 推 進 さ れ ， 集 団 所 有
の 整 備 さ れ た 耕 地 が「 両 田 制 」（「 口 糧 田 」と「 責 任 田 」）で 請 負 さ
れ た ． 農 耕 村 落 の Ｂ 村 で は ， 耕 地 の 1/3 を 「 口 糧 田 」 と し て 人 口
当 た り に 分 配 さ れ ，耕 地 の 2/3「 責 任 田 」と し て 人 口 当 り に 請 負 経
営 さ れ た ．そ の 後 の 1995 年 ，村 の 集 団 的 労 働 で あ る「 大 会 戦 」（ 郷
政 府 か ら 要 求 さ れ る 義 務 労 働 ，男 性 は 18～ 60 歳 ，女 性 は 8～ 55 歳 、
在 籍 学 生 以 外 の 健 康 な 在 籍 住 民 を 対 象 と し て ） に よ り ， 耕 地 周 り
の 防 風 林 ，灌 水 路 の 整 備 と 区 画 的 に 整 備（ 区 画 の 幅 が 4 ｍ で あ り ，
長 さ は 50～ 450 ｍ で そ れ ぞ れ の 条 件 に よ り 計 画 さ れ た ） さ れ た ．  
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1997 年 に ， 区 画 的 に 整 備 さ れ た 耕 地 が 人 口 当 た り で 世 帯 ご と に
5 ヶ 所 で 零 細 的 に 分 配 さ れ た ．分 配 す る 当 時 開 発 さ れ た 耕 地 の 総 面
積 は 267 ha で ，村 の 総 面 積 の 約 53.1％ で あ っ た（ 表 3-6 と 図 3-14
を 参 照 ） ．  
 
Table 3-6 Farmland development history in farming vil lage B (1981-2000) 
表 3-6 農 耕 村 落 で あ る B 村 に お け る 農 地 開 発 経 緯  
（ 1981～ 2000 年 ）  
時期（年代） 農業政策 開発の原因と作物の種 場所 
（地下水位）
 
 
 
 
改革開放 
(1978～2000)
 
 
 
土地請負制度
(1981～1997)
土地請負制度による「口糧田」と「責
任田」の「両田制」の実施により，各
世帯へ耕地の 1/3 を「口糧田」として
人口当たりに分配され，耕地の 2/3
「責任田」として人口当りに請負経
営された．主に作られた穀物はトウモ
ロコシ，アワ，コムギ，ヒマワリなど 
 
 
 
 
 
平坦地 
（8～10 ｍ）
 
 
 
土地使用権 
(1997～  )
土地使用権の再分配により，農民自発
的の農地整備が行われ，区画された農
地が再分配された．主に作られた作物
種がトウモロコシ，アワ，コムギ，ヒ
マワリなど 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 使 用 権 の 分 配 資 料 を も と に 作 成  
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図 3-14 農 耕 村 落 で あ る B 村 に お け る 農 地 開 発 面 積 (1981～ 2000) 
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
F i g u r e  3 - 1 4  D e v e l o p m e n t  a r e a  o f  a g r i c u l t u r a l  l a n d  i n  g r a z i n g  v i l l a g e  B  
( 1 9 8 1 - 2 0 0 0 )  
 
ま た ， 以 前 の 作 物 種 は ア ワ ， モ ロ コ シ ， キ ビ ， コ ム ギ な ど 耐 乾
性 作 物 で あ っ た が ，約 1990 年 代 か ら ，大 量 の 水 を 必 要 と す る 環 境
負 荷 の 高 い 作 物 で あ る ト ウ モ ロ コ シ を 栽 培 す る よ う に な っ た ．  
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3 . 3  新 た な 農 地 開 発 の 経 緯 と 特 徴 （ 2000～ 2015）  
中 国 で は ， 1999年 か ら 推 進 さ れ た 「 西 部 大 開 発 」 と い う 国 家 的
プ ロ ジ ェ ク ト と 2005年 に 出 さ れ た 「 社 会 主 義 新 農 村 建 設 」 と い う
ス ロ ー ガ ン に よ り ， 内 陸 部 に 位 置 す る 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 で は 退 耕
還 林 ，防 風 林 ，退 牧 還 草（ 禁 牧 ・ 休 牧 ・ 区 画 輪 牧 ），生 態 移 民 牧 な
ど の 様 々 な 生 態 回 復 対 策 が 実 施 さ れ た （ 永 海 ， 2013）．  
本 研 究 の 研 究 対 象 地 で あ る 2つ の 放 牧 村 落 で は ，約 2000年 以 降 か
ら ， 放 牧 地 を 対 象 に 実 施 さ れ た 退 耕 還 林 ， 防 風 林 ， 経 済 林 な ど 生
態 回 復 の 植 林 プ ロ ジ ェ ク ト と 禁 牧（ 季 節 性 禁 牧 と 全 年 禁 牧 ），住 民
に 対 す る 生 態 移 民 な ど の 生 態 回 復 対 策 が 実 施 さ れ た ．  
農 耕 村 落 で は ， 耕 地 を 対 象 と し て 実 施 さ れ た 退 耕 還 林 プ ロ ジ ェ
ク ト と 農 民 の 自 発 的 な 農 地 整 備 な ど 農 村 建 設 政 策 が 広 く 実 施 さ れ
た （ 表 3-7を 参 照 ）．  
 
Table 3-7 The projects for each vil lage since 2000 
表 3-7 2000 年 以 降 の 村 落 ご と に 行 わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト の 種 類  
  種類 
村 
退耕還林 防風林 禁牧・休牧 生態移民 灌漑施設 
A 〇 〇 〇 〇 〇 
B 〇 〇 × × 〇 
C 〇 〇 〇 〇 〇 
注：〇あり，×なし 
出 典 ： 永海ら（2015）をもとに，一部改変 
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ま た ， 近 年 に お け る 井 戸 掘 削 技 術 の 進 歩 ， 灌 漑 装 置 の 開 発 な ど
農 業 の 近 代 化 ， 国 家 か ら 農 業 機 械 の 補 助 金 の 支 払 い ， 灌 漑 水 利 設
備 の 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト ， 2006 年 か ら 全 国 的 な 農 業 税 金 徴 収 の 免 除
と 耕 地 に 対 す る 補 助 金 の 支 払 い な ど 間 接 的 な 政 策 に よ り ， 農 地 が
飛 躍 的 に 開 発 さ れ た . 
 
3.3.1 放牧村落（A 村と C 村） 
2002 年 か ら 実 施 さ れ た 季 節 性 禁 牧（ 3 月 ～ 7 月 ま で に 放 牧 を 禁 止
す る こ と ）， 2005 年 か ら 実 施 さ れ た 全 年 禁 牧 政 策 ， 2005 か ら 行 わ
れ た 生 態 移 民 政 策 な ど に よ り 放 牧 が 困 難 と な り ， 牧 民 が 家 畜 頭 数
を 減 ら し ， 飼 養 す る よ う に な っ て い た ． そ れ に よ り ， 牧 民 が 生 活
を 維 持 す る た め ， 各 世 帯 の 「 小 草 庫 倫 」 が 日 常 用 の 通 路 ま で に 拡
大 し ， 防 風 林 ， 経 済 林 な ど 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト 実 施 地 の 中 で 耕
地 を 開 墾 し て ， 自 分 で 耕 作 ， 耕 地 の 貸 出 し ， 使 用 権 の 売 り 払 い な
ど の 方 法 で 現 金 収 入 を 増 や し た（ 永 海 ら ，2015） (表 3-8 を 参 照 ). 
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Table 3-8 Farmland development history in grazing village A and C 
(2000-2015) 
表 3-8 放 牧 村 落 で あ る A 村 と C 村 に お け る 農 地 開 発 経 緯  
（ 2000～ 2015 年 ）  
時期（年代） 農業・農村政策 開発の実態と作物の種 場所 
（地下水位）
 
 
 
 
 
 
 
 
新たな農地開発 
(2000～ ) 
 
 
 
 
西部大開発 
(1999～ ) 
①退耕還林（生態林，経済林）
政策の実施により，農民の収入
を増やした；②防風林，経済林
など生態回復プロジェクトの
実施により放牧地が縮小し，禁
牧，生態移民より放牧が困難に
なり，放牧地が開墾され，耕地
の拡大が進んだ 
 
 
 
 
 
 
 
 
丘陵地 
（30 ｍ以下）
 
 
 
三農問題 
（2003～ ） 
新農村建設 
（2005～ ） 
①掘削技術の進歩，灌漑装置と
農業機械の開発など農業の近
代化；②全国的な農業税金徴収
の免除，灌漑設備の支援，農業
機械と農地に対する補助金な
ど間接的な国家的支援政策に
より，農地開発が進んだ．主に
作られた作物種がトウモロコ
シ，リョクトウ，スイカ，ヒマ
ワリ，ラッカセイなど 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 使 用 権 の 分 配 資 料 を も と に 作 成  
 
A 村 に お い て は ， 2003 年 に 舗 装 さ れ て い る 道 路 の 東 側 に 作 ら れ
た 678 ha の ポ プ ラ （ P o p u l u s） の 防 風 林 ， 2007 年 に 実 施 さ れ た ブ
ン カ ン カ （ X a n t h o c e r a s  s o r b i f o l i a  B u n g e） 経 済 林 プ ロ ジ ェ ク ト (670 
ha)に よ り 作 ら れ た 経 済 林 な ど 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト 実 施 地 の 中
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に 耕 作 地 が 作 ら れ ， 拡 大 さ れ た (永 海 ら ， 2015)． こ の よ う な 生 態
回 復 と い う 名 義 の も と に 農 地 開 発 が 進 ん で ， 2015 年 の 冬 ま で , 放
牧 地 の 開 墾 面 積 は 2,736 ha(そ の う ち 灌 漑 農 地 は 約 483 ha)と な り ，
村 の 総 面 積 の 約 43.4％ ま で 拡 大 し た （ 図 3-15 を 参 照 ） ．  
 
 
図 3-15 放 牧 村 落 で あ る A 村 に お け る 新 た な 名 義 的 農 地 開 発  
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-15 A new name basis  farmland development in grazing vil lage A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1,336
2,736
0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
牧畜の生産性を上げる農業政策
（2000年まで）
「新たな名義的農地開発」
(2000～2015）
（ha)
耕地
 
 
- 59 - 
 
Ｃ 村 に お い て は ，「 小 草 庫 倫 」の 面 積 が 村 の 通 路 ま で に 拡 大 さ れ ，
元 集 団 共 用 の 採 草 地 の 使 用 権 の 売 り 払 い に よ り ， 自 給 的 農 業 か ら
企 業 的 穀 物 農 業 化 し た ． こ の よ う に 農 地 開 発 が 進 ん で ， 2015 年 の
冬 ま で , 放 牧 地 の 開 墾 面 積 は 1,787 ha と な り ， 村 の 総 面 積 の 約
53.6％ ま で 拡 大 さ れ た （ 図 3-16 を 参 照 ） ．  
 
 
 
図 3-16 放 牧 村 落 で あ る C 村 に お け る 新 た な 名 義 的 農 地 開 発  
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-16 A new name basis  farmland development in grazing vil lage C 
 
ま た ， 作 物 の 種 は ト ウ モ ロ コ シ ， リ ョ ク ト ウ （ Vi g n a  r a d i a t a），
ス イ カ（ C i t r u l l u s  l a n a t u s），ヒ マ ワ リ ，ラ ッ カ セ イ（ A r a c h i s  h y p o g a e a）
な ど の 経 済 作 物 を 中 心 と す る よ う に な っ た ．  
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3 . 3 . 2  農 耕 村 落 （ B 村 ）  
2000 年 以 降 ， 国 家 と 地 域 政 府 の 支 援 ・ 主 導 的 機 能 の も と に ， 耕
地 周 り の 防 風 林 ， 長 年 の 耕 作 に よ っ て 地 力 が 低 下 し た 面 積 が 10.5 
ha（ 村 の 総 面 積 の 約 2.1％ ）の 耕 地 に 対 す る 退 耕 還 林 ，灌 漑 設 備 の
修 復 ， 住 宅 の 周 り の 道 路 整 備 な ど が 行 わ れ た ． 特 に ， 2001 年 に 行
わ れ た 村 の 南 部 に 位 置 す る 約 155 ha（ 村 の 総 面 積 の 約 31％ ） の 塩
類 集 積 地 に 対 し て ， 排 水 路 の 修 復 ， 防 風 林 ， 区 画 整 備 な ど 住 民 の
自 発 的 な 農 地 開 発 が 挙 げ ら れ る ．  
2015 年 ，開 発 さ れ た 耕 地 の 総 面 積 は 422 ha で ，村 の 総 面 積 の 約
83.9％ で あ っ た（ 表 3-9 と 図 3-17 を 参 照 ）．ま た ，主 に 作 ら れ た
作 物 種 は ト ウ モ ロ コ シ ， コ ム ギ ， ア ワ ， リ ョ ク ト ウ ， ヒ マ ワ リ な
ど で あ っ た ．  
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Table 3-9 Farmland development history in farming vil lage B (2000-2015) 
表 3-9 農 耕 村 落 で あ る B 村 に お け る 農 地 開 発 経 緯  
（ 2000～ 2015 年 ）  
時期（年代） 農業政策 開発の実態と作物の種 場所 
（地下水位）
 
 
 
 
 
 
新たな農地開発 
(2000～ ) 
 
西部大開発 
(1999～ ) 
2002 年に行われた退耕還林（生態林，
経済林）プロジェクトにより，農民
の収入を増やした 
 
 
 
 
 
平坦地 
（8～10 ｍ）
 
 
 
 
三農問題 
（2003～ ）
新農村建設 
（2005～ ）
①村における塩類集積地の整備によ
り，耕地の面積が増えた；②井戸掘
削技術の進歩，灌漑装置と農業機械
の開発など農業の近代化により，農
業生産性と労働生産性が上向上され
た；③農業税金徴収の免除，灌漑設
備の支援，農業機械と農地に対する
補助金など農業的支援があった. 主
に作られた作物種がトウモロコシ，
コムギ，アワ，リョクトウ，ヒマワ
リなど 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 土 地 使 用 権 の 分 配 資 料 を も と に 作 成  
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図 3-17 農 耕 村 落 で あ る B 村 に お け る 新 た な 農 地 開 発  
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 3-17 New farmland development in farming village B 
 
3 . 4  ま と め  
本 章 で は ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 の 3 つ の 村 落 を 選 択
し ， 村 落 を 単 位 と し ， 約 120 年 間 を 3 つ の 時 期 に 分 け て ， 各 時 期
の 土 地 ， 農 業 政 策 に よ る 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特 徴 を 把 握 し た ．
そ の 結 果 ，放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 で は ，そ れ ぞ れ の 特 徴 が 見 ら れ た ．  
放 牧 村 落 で は ， 約 1950 年 代 ま で に 穀 物 食 糧 を 「 ナ マ グ タ リ ヤ 」
（ 土 壌 層 に や さ し か っ た 伝 統 的 播 種 方 法 ）と「 ア ヤ ン タ リ ヤ 」（ 塩
取 り に 行 く 旅 を チ ャ ン ス と し て ， 自 給 で き な い 商 品 と 畜 産 品 の 交
換 ） と い う 2 つ の 方 法 で 解 決 し て い た ． し か し ， ① 1960 年 代 の 農
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産 物 で の 販 売 と 交 換 の 禁 止 ， 食 糧 の 自 給 政 策 に よ り ， 耕 作 地 が 湖
と 河 川 な ど の 周 り の 肥 沃 な 土 地 か ら 耕 作 に 適 さ な い 丘 陵 地 ま で 広
が っ て ，Ａ 村 と Ｃ 村 の 総 面 積 の 約 4.1％ と 3.4％ ま で 拡 大 し た；②
1980 年 以 降 ，地 域 政 府 の 指 導 で ，牧 畜 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る た め ，
採 草 地 の 柵 ， 富 裕 牧 民 の モ デ ル 柵 ， 「 小 草 庫 倫 」 の 設 置 な ど 様 々
な 個 人 的 使 用 の 柵 が 作 ら れ た こ と に よ り ， 人 工 牧 草 地 と 耕 地 が 増
え て ， 放 牧 地 の 開 墾 に よ る 耕 地 は Ａ 村 と Ｃ 村 の 総 面 積 の 約 21.2％
と 33.6％ で あ っ た；③ 2000 年 以 降 ，灌 漑 装 置 ，農 業 機 械 な ど 農 業
技 術 の 近 代 化 ,農 業 機 械 と 耕 地 に 対 す る 補 助 金 な ど 国 の 農 業 的 支
援 と 禁 牧 政 策 に よ り ， 退 耕 還 林 ， 防 風 林 ， 経 済 林 な ど 生 態 回 復 プ
ロ ジ ェ ク ト 実 施 地 の 中 で 農 地 開 発 が 進 ん で ， そ れ ぞ れ に Ａ 村 と Ｃ
村 の 総 面 積 の 約 43.4％ と 53.6％ ま で 拡 大 さ れ た ．1980 年 以 降 の 牧
業 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る 名 義 的 農 地 開 発 か ら 2000 年 代 に は 生 態 回
復 の 「 新 た な 名 義 的 農 地 開 発 」 へ と 転 換 し た ； ④ 主 に 作 ら れ た 作
物 で あ る ア ワ ， モ ロ コ シ ， キ ビ な ど の 耐 乾 性 作 物 か ら ト ウ モ ロ コ
シ ， ス イ カ ， ヒ マ ワ リ な ど 大 量 の 水 を 必 要 と す る 環 境 負 荷 の 高 い
作 物 へ 換 え た ．そ れ に よ り ，天 水 農 業 か ら 灌 漑 農 業 へ 変 わ っ た（ 図
3-18， 表 3-10， 表 3-11， 図 3-19 を 参 照 ） ．  
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図 3-18 A 村 に お け る 土 地 利 用 変 化 （ 1977～ 2015 年 ）  
出 典 ： 筆 者 作 成  
Figure 3-18 Land-use changed in vil lage A (1977-2015) 
 
Ta b l e  3 - 1 0  L a n d - u s e  c h a n g e d  i n  v i l l a g e  A b e t w e e n  1 9 7 7  a n d  2 0 1 5  
表 3-10 A村 の 1977～ 2015年 ま で の 土 地 利 用 変 化  
（ 単 位 ： ％ ）  
分類 
年 
放牧地 耕地 
 
採草地
 
林地 集落 水域 
1977（衛星データ） 90.9 1.3 0 0 6.1 1.7
1981（資料・聞き取り） 89.6 1.9 0 0 6.1 2.4
1992（衛星データ） 80.3 2.2 7.4 0.8 6.1 3.2
1997（資料・聞き取り） 59.4 21.2 7.4 2.8 6.1 3.2
2006（衛星データ） 54.4 22.7 0 18.5 2.5 1.9
2013（衛星データ） 49.0 37.7 0 7.7 2.5 3.1
2015（衛星データ） 42.3 43.4 0 7.7 2.5 4.1
出 典 ： 資 料 ， 聞 き 取 り ， 衛 星 画 像 の 解 析 を も と に 作 成  
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図 3-19 C 村 に お け る 土 地 利 用 変 化 （ 1977～ 2015 年 ）  
出 典 ： 筆 者 作 成  
Figure 3-19 Land-use changed in vil lage C (1977-2015) 
 
Table 3-11 Land-use changed in vi l lage C between 1977 and 2015 
表 3-11 C村 の 1977～ 2015年 ま で の 土 地 利 用 変 化  
（ 単 位 ： ％ ）  
分類 
年 
放牧地 耕地 
 
採草地
 
林地 集落・小草庫倫 水域
1977（衛星データ） 88.8 3.4 0 0 7.5 0.3
1981（資料・聞き取り） 85.9 3.4 0 0 10.4 0.3
1992（衛星データ） 80.4 1.0 7.9 0 10.4 0.3
1997（資料・聞き取り） 47.8 33.6 7.9 - 10.4 0.3
2006（衛星データ） 43.7 51.5 0 4.1 0.4 0.3
2015（衛星データ） 40.4 53.6 0 5.3 0.4 0.3
出 典 ： 資 料 ， 聞 き 取 り ， 衛 星 画 像 の 解 析 を も と に 作 成  
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農 耕 村 落 で は ， ① 1958 年 ， 人 民 公 社 が 始 ま り ， 公 社 の 下 に 生 産
大 隊 ， そ の 下 に 生 産 隊 （ 現 在 の 村 ） が 置 か れ ， 土 地 が 生 産 隊 を 基
本 単 位 と し て 集 団 所 有 で あ っ た ．そ の 後 の 1962 年 か ら ，耕 地 の 5％
以 内 が 自 留 地 と し て 個 人 的 使 用 ， そ れ 以 外 の 土 地 と 家 畜 が ほ と ん
ど 集 団 所 有 で あ っ た ； ② 1978 年 に 「 改 革 開 放 」 が 提 出 さ れ た こ と
に よ り ， 農 村 部 で は 人 民 公 社 が 解 体 さ れ ， 生 産 責 任 制 が 推 進 さ れ
た ．集 団 所 有 地 が「 両 田 制 」で 請 負 さ れ た ．農 耕 村 落 の Ｂ 村 で は ，
1981 年 の 冬 に 耕 地 が 分 配 さ れ ，そ の 面 積 が 村 総 面 積 の 40.4％ で あ
っ た ．ま た ，1997 年 7 月 に ，「 中 華 人 民 共 和 国 農 村 土 地 請 負 法 」の
実 施 に よ り ，区 画 的 に 整 備 さ れ た 耕 地 が 人 口 当 た り で 世 帯 ご と に 5
ヶ 所 で 零 細 的 （ 平 均 1.51 ha/世 帯 ） に 分 配 さ れ た ． そ の 耕 地 の 総
面 積 が 村 総 面 積 の 53.1％ で あ っ た；③ 2001 年 ，塩 類 集 積 地 に 対 し
て ， 排 水 路 の 修 復 ， 防 風 林 ， 区 画 整 備 な ど 住 民 の 自 発 的 な 新 た な
農 地 開 発 が 行 わ れ た ． そ の 結 果 ， 耕 地 面 積 が 村 総 面 積 の 約 83.9％
ま で 拡 大 さ れ た ； ④ 主 に 作 ら れ た 作 物 の 種 は ト ウ モ ロ コ シ ， コ ム
ギ ，ア ワ ，リ ョ ク ト ウ ，ヒ マ ワ リ な ど で あ っ た（ 図 3-20，表 3-12
を 参 照 ） ．  
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図 3-20 B 村 に お け る 土 地 利 用 変 化 （ 1977～ 2015 年 ）  
出 典 ： 筆 者 作 成  
Figure 3-20 Land-use changed in vil lage B (1977-2015) 
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Table 3-12 Land-use changed in vi l lage B between 1977 and 2015 
表 3-12 B村 の 1977～ 2015年 ま で の 土 地 利 用 変 化  
（ 単 位 ： ％ ）  
分類 
年 
放牧地 耕地 
 
耕作放棄地
 
林地 集落 
1977（衛星データ） 55.8 39.5 0 0 4.7
1981（資料・聞き取り） 54.6 40.4 0 0 5.0
1992（衛星データ） 44.6 46.7 0 0.5 8.2
1997（資料・聞き取り） 38.2 53.1 0 0.5 8.2
2006（衛星データ） 0 83.9 0 8.0 8.2
2015（衛星データ） 0 59.8 24.1 8.0 8.2
出 典 ： 資 料 ， 聞 き 取 り ， 衛 星 画 像 の 解 析 を も と に 作 成  
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第 4章  村 落 に お け る 開 発 と 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 に よ る 住
民 の 生 活 と 自 然 環 境 へ の 影 響  
内 モ ン ゴ ル 自 治 の 東 部 地 域 で は ， 清 朝 ， 中 華 民 国 ， 満 州 国 ， 東
モ ン ゴ ル 自 治 政 府 ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 政 府 ， 社 会 主 義 制 度 に よ る 農
牧 業 合 作 化 ， 人 民 公 社 な ど 近 現 代 化 の な か で 土 地 の 権 利 と 開 発 に
よ っ て 遊 牧 か ら 定 住 型 の 半 農 半 牧 式 へ の 生 業 変 化 が 起 こ っ た ．  
研 究 対 象 地 の 放 牧 村 落 で は ， 改 革 開 放 以 降 の 経 済 的 な 成 長 を 目
的 と し た 牧 畜 の 生 産 性 の 向 上 を め ざ し た 開 発 式 プ ロ ジ ェ ク ト に よ
り ， 生 業 が 放 牧 か ら ト ウ モ ロ コ シ ， ヒ マ ワ リ な ど の 耕 作 と 耕 地 の
貸 出 し か ら 現 金 収 入 を 得 る こ と が 挙 げ ら れ る ． ま た ， 2000 年 以 降
の 退 耕 還 林 ， 防 風 林 ， 生 態 移 民 ， 禁 牧 な ど 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト
実 施 に よ り ， 放 牧 地 の 縮 小 ， 耕 地 の 拡 大 と 売 り 払 い ， 若 者 の 都 市
へ の 出 稼 ぎ な ど 多 様 な 変 化 が 起 き た ． そ の な か に 農 地 の 拡 大 は ，
環 境 へ の 過 剰 な 負 荷 を も た ら し ， 土 壌 層 の 侵 食 と 塩 害 ， 地 下 水 源
の 枯 渇 な ど 様 々 な 環 境 問 題 を 引 き 起 こ し て い る ．   
 農 耕 村 落 で は ，国 家 的 支 援 の 特 徴 が ト ッ プ ダ ウ ン 式 で あ り ，様 々
な プ ロ ジ ェ ク ト が 外 観 の み の 整 備 に な っ て い る と 考 え ら れ る ． 特
に ，世 帯 当 た り の 耕 地 面 積 が 少 な く（ 平 均 1.51 ha/世 帯 ），土 地 の
分 配 が 零 細 的 で あ る た め ， 労 働 生 産 性 が 低 い ． そ れ に よ り ， 若 者
の 都 市 へ の 出 稼 ぎ が 増 え た ．  
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4 . 1  村 落 に お け る 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 と 生 業 へ の 影 響  
放 牧 村 落 で 実 施 さ れ た 開 発 式 プ ロ ジ ェ ク ト と 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ
ク ト が あ る と 考 え ら れ る ． そ の プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴 と 影 響 に つ い
て 考 察 す る と ，A 村 と C 村 で 実 施 さ れ た 開 発 と 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク
ト の 数 を 比 べ る と 比 較 的 A 村 の プ ロ ジ ェ ク ト の 種 類 が 多 く ， 現 地
住 民 に 対 す る 生 活 面 で の 影 響 も 大 き い（ 永 海 ら ， 2015）． A 村 と C
村 は 同 じ く 放 牧 村 落 で あ る が ，A 村 が 施 行 さ れ た プ ロ ジ ェ ク ト の 数
が よ り 多 く 現 地 住 民 へ の 影 響 が 大 き い た め ，A 村 を 事 例 と し て 挙 げ
る （ 表 4-1 を 参 照 ） ．  
 
Table 4-1 The projects for grazing vil lage A and C 
表 4-1 放 牧 村 落 で あ る A 村 と C 村 で 行 わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト の  
  種 類  
村落 採草地 小草庫倫 人工牧草 退耕還林 防風林 禁牧 生態移民 
A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
C 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 
出 典 ： 永 海 ら （ 2015） を も と に 加 筆  
 
A 村 の 7 時 期 の 衛 星 画 像 を 用 い て 土 地 利 用 類 型 の 面 積 を 比 較 し
た と こ ろ ， 放 牧 地 の 縮 小 と 耕 地 の 拡 大 が 顕 著 で あ っ た ． 1977 年 で
は ，放 牧 地 が 全 村 の 90.9％ (5,773 ha)か ら 2015 年 の 42.3％ (2,483 
ha)ま で に 縮 小 し て い る ．逆 に ，1985 年 で は ，耕 地 が わ ず か 1％（ 75 
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こ れ ら を 踏 ま え る と ， 放 牧 地 の 縮 小 の 原 因 と し て ， 以 下 の ２ つ
の 要 因 が 考 え ら れ る ．  
 
4 . 1 . 1  放 牧 村 落 に お け る 境 界 線 の 近 く で 行 わ れ た プ ロ ジ ェ
ク ト に よ る 放 牧 地 の 縮 小  
耕 地 の 拡 大 の 経 緯 を 見 る と ,ほ と ん ど が 放 牧 地 を 開 墾 し た も の
で あ る ．A 村 を 事 例 と し て ，開 墾 さ れ た 放 牧 地 の 土 地 利 用 を 以 下 に
挙 げ る ． 1985 年 に 牧 畜 の 生 産 性 を 高 め る た め に 冬 に 家 畜 に 食 べ さ
せ る 牧 草 を 取 る 目 的 で ， 村 の 境 界 線 の 近 く に 作 ら れ た 435 ha の 採
草 地 ， 1997 年 の 「 農 村 土 地 請 負 経 営 権 」 の 実 施 に よ り ， 村 の 富 裕
層 に 分 配 さ れ た 約 400 ha の 人 工 牧 草 地 プ ロ ジ ェ ク ト に よ り 作 ら れ
た 人 工 牧 草 地 ，2003 年 に 舗 装 さ れ て い る 道 路 の 片 側 に 作 ら れ た 678 
ha の 防 風 林 ， 2007 年 に 実 施 さ れ た ブ ン カ ン カ （ X a n t h o c e r a s  
s o r b i f o l i a  B u n g e） 経 済 林 プ ロ ジ ェ ク ト (670 ha)に よ り 作 ら れ た 植
林 地 ， な ど で あ る （ 表 4-1 を 参 照 ） ．  
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そ の 結 果 ， 村 の 境 界 線 の 近 く に 作 ら れ た 採 草 地 と 口 糧 田 (1980
年 代 の 改 革 開 放 初 期 ， 食 糧 の 不 足 を 補 う た め に 分 配 さ れ た 耕 地
（ YONG-HAI  e t  a l . ,2014)） の 柵 ， 道 路 の 両 脇 の 人 工 牧 草 地 の 柵 ， 及
び 防 風 林 の 柵 な ど が 放 牧 地 の 中 に 作 ら れ た た め ,そ れ ら の プ ロ ジ
ェ ク ト が 放 牧 地 を 縮 小 さ せ た （ 図 4-2 と 図 4-3 を 参 照 ） ．  
 
4 . 1 . 2  放 牧 村 落 に お け る 集 落 周 辺 に お け る 耕 地 の 拡 大 に よ
る 放 牧 地 の 縮 小  
図 4-1 と 表 4-2 を 見 る と ， 集 落 周 辺 に お け る 放 牧 地 の 縮 小 の 原
因 は , 放 牧 地 の 耕 地 化 で あ る ． そ れ は ， 1989 年 か ら 集 落 の 周 り に
人 工 牧 草 地 と い う 名 義 で 作 ら れ た「 小 草 庫 倫 」（ 小 さ な 人 工 牧 草 地
の 柵 の 設 置 ） を 拡 大 （ 総 面 積 は 412 ha） し 耕 地 化 し た こ と が 影 響
を 与 え て い る （ 図 4-4 を 参 照 ）．  
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図 4-4 Ａ 村 の 集 落 の 周 り に 作 ら れ た「 小 草 庫 倫 」の 面 積 変 化 と そ
の 耕 地 化  
出 典 ： 永 海 ら （ 2015） を も と に 加 筆  
Figure 4-4 Area change of arable land and  Small fenced Pasture  around 
village A 
 
小 草 庫 倫 の 拡 大 と 耕 地 化 は ，  2002 年 か ら の 季 節 的 禁 牧 と 2005
年 か ら の 全 年 禁 牧 政 策 に よ り 放 牧 が 困 難 に な り ， 現 地 住 民 が 生 活
を 維 持 す る た め に 小 草 庫 倫 の 面 積 を 拡 大 し 耕 地 化 し た こ と が 原 因
で あ る と 聞 き 取 り 調 査 に よ り 明 ら か に な っ た ．  
以 上 の 2 つ の 要 因 で 放 牧 地 の 縮 小 に よ り 拡 大 さ れ た 耕 地 面 積
（ 2,059 ha） は ， 2015 年 の 耕 地 総 面 積 （ 2,736 ha） の 約 75％ を 占
め る ． こ の よ う に ， 地 方 政 府 は 国 の 退 耕 還 林 , 防 風 林 な ど 生 態 回
復 対 策 を 村 で 実 施 す る 際 に 牧 民 に 直 接 の 利 益（ 補 助 金 と 耕 地 の 分 配 ）
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4 . 1 . 3  放 牧 村 落 に お け る 農 地 開 発 の 手 続 き の 特 徴 と そ の 課
題  
放 牧 村 落 の 土 地 は 集 団 所 有 で あ り ， 農 村 土 地 請 負 法 お よ び 草 原
法 な ど の 法 的 規 定 が あ る た め ， 農 地 開 発 の 手 続 き は 村 民 委 員 会 ，
ソ ム （ 郷 ・ 鎮 ） ， 旗 （ 県 ） ， ま た は 盟 （ 市 ） レ ベ ル ま で の 人 民 政
府 の 草 原 ・ 牧 畜 ・ 農 業 ・ 水 利 部 門 が 登 記 手 続 き の 責 任 を 負 う と 規
定 さ れ て い る ． 一 般 的 な 牧 民 に と っ て ， 自 分 で 請 負 放 牧 地 を 耕 地
へ 転 換 す る 手 続 き は 非 常 に 複 雑 で あ る ． 図 4-7 に よ る と ， 牧 民 が
個 人 的 に 請 負 放 牧 地 を 人 工 牧 草 地 へ 換 え る 際 に は ， 村 民 委 員 会 ，
ソ ム ， 旗 ， 市 レ ベ ル ま で の 5 ヶ 所 の 許 可 を 受 け る 必 要 が あ り ， 耕
地 へ 換 え る 際 に は ， さ ら に 3 ヶ 所 の 許 可 を 受 け る 必 要 が あ る ． そ
の た め ， 個 人 か ら の 申 請 が ほ と ん ど 不 可 能 と 考 え ら れ る ．  
Ａ 村 と Ｃ 村 に お い て は , ソ ム（ 郷 ・ 鎮 ）政 府 の 下 に ，牧 畜 の 生
産 性 を 向 上 さ せ る 採 草 地 の 柵 ， 放 牧 地 で あ る 草 原 の 改 良 ・ 更 新 と
生 態 回 復 な ど の 目 的 で 大 規 模 化 さ れ た 人 工 牧 草 地 と 防 風 林 内 の 区
画 が 耕 地 と し て 開 発 さ れ た 事 例 が 多 い （ 図 4-8 を 参 照 ） ． 実 地 調
査 で は ， ソ ム 政 府 の 勧 誘 で 村 民 委 員 会 か ら 人 工 牧 草 地 と 防 風 林 を
作 る と い う 目 的 で ， 集 団 的 に 草 原 改 良 プ ロ ジ ェ ク ト を 申 請 す る 特
徴 が あ っ た ． こ の よ う な 草 原 改 良 プ ロ ジ ェ ク ト が 村 民 委 員 会 ， ソ
ム 政 府 な ど の 責 任 者 の 政 治 的 な 実 績 を 積 み 上 げ る 手 段 と な る ． ま
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で あ り ， 農 地 の 区 画 整 理 が 住 民 自 発 的 な 特 徴 が あ っ た ． 灌 漑 設 備
は 土 地 生 産 性 を 向 上 さ せ る が 労 働 生 産 性 を 向 上 さ せ る も の で は な
い ． 現 段 階 で 必 要 な 対 策 は ， 区 画 整 理 や 道 路 整 備 を 基 軸 と す る 労
働 生 産 性 の 向 上 す る 対 策 で あ る （ 有 田 ・ 大 串 ， 2009）． B 村 に お い
て は ， 世 帯 当 た り の 耕 地 面 積 が 平 均 1.51 ha/世 帯 で ， 5 ヶ 所 に 分
散 的 で あ る た め ， 労 働 生 産 性 を 向 上 す る 国 家 的 支 援 の 農 地 の 区 画
整 理 が 必 要 と 考 え ら れ る ．  
国 家 的 支 援 の プ ロ ジ ェ ク ト の な か ， 生 活 環 境 整 備 で あ る 「 危 房
改 造 」 プ ロ ジ ェ ク ト で は ， 旧 住 宅 と 垣 根 等 の 外 観 の み の 改 装 と 労
働 生 産 性 の 向 上 さ せ る 対 策 で あ る 道 路 整 備 が 住 宅 の 周 り の み を 整
備 す る こ と に よ る ， 地 方 政 府 官 員 の 上 級 機 関 に 政 績 を 見 せ る モ デ
ル 的 な 目 的 に な っ て い る と 考 え ら れ る ．  
 
4 . 1 . 5  放 牧 村 落 の 生 態 移 民 と 農 耕 村 落 の 「 危 房 改 造 」  
 内 モ ン ゴ ル で 実 施 さ れ た 生 態 移 民 政 策 に つ い て は ， 西 部 の シ リ
ン ゴ ル 盟 ，ア ラ シ ャ 盟 ,オ ル ド ス 市 な ど ，放 牧 地 域 で 実 施 さ れ た 生
態 移 民 政 策 に 関 す る 書 籍 （ 小 長 谷 ら ， 2005） が 出 版 さ れ て い る ．
生 態 移 民 政 策 の 目 的 は ， 大 河 の 源 流 地 域 を 守 る た め ， 砂 嵐 の 発 生
を 防 止 す る た め ， 水 災 害 を 防 ぐ た め ， 水 利 施 設 建 設 の た め ， 貧 困
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問 題 を 解 決 す る た め ， 希 少 な 野 生 動 植 物 や 観 光 名 所 を 保 護 す る た
め な ど に 分 類 さ れ た こ と も あ っ た （ 皮 ， 2005） ． 本 研 究 の 対 象 地
域 の 放 牧 村 落 で 行 わ れ た 生 態 移 民 政 策 で は ， そ の 集 落 の 類 型 を 集
団 地 の 中 に ， 散 在 集 落 か ら 密 居 集 落 へ 換 え た 特 徴 が あ る た め ， 三
農 問 題 （ 農 民 ・ 農 村 ・ 農 業 ） と 新 農 村 建 設 に 関 連 す る と 考 え ら れ
る ．  
農 耕 村 落 で あ る B 村 で 実 施 さ れ た 「 危 房 改 造 」 プ ロ ジ ェ ク ト と
放 牧 村 落 の A 村 ，C 村 で 実 施 さ れ た 生 態 移 民 政 策 を 事 例 と し て そ の
特 徴 を そ れ ぞ れ 比 較 し た ． そ の 結 果 , B 村 の 「 危 房 改 造 」 と A 村 ，
C 村 の「 生 態 移 民 」政 策 は 共 に 電 気 ，水 道 ，道 路 整 備 な ど の イ ン フ
ラ を 整 え る と い う 利 点 が あ る ． し か し ， 生 態 移 民 政 策 に よ り ， 旧
住 宅 地 を 耕 地 ま た は 放 牧 地 に 換 え る と コ ス ト が 高 く な る と い う 欠
点 が 挙 げ ら れ る ．  
放 牧 村 落 の 生 態 移 民 に よ り ， 放 牧 が 難 し く な る こ と に 加 え ， 小
草 庫 倫 の 耕 地 化 で 灌 漑 可 能 に な っ た 旧 住 宅 地 の 周 り の わ ず か な 灌
漑 耕 地 と の 距 離 が A 村 は 平 均 1 km， C 村 は 平 均 6.5 km と 長 く な っ
た ． こ の こ と は 若 者 の 都 市 へ の 出 稼 ぎ を 助 長 し ， 高 年 齢 化 し た 労
働 者 に 不 利 益 を も た ら し た  (図 4-9, 図 4-10 を 参 照 )．  
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放 牧 村 落 で は ， 放 牧 地 の 縮 小 ， 禁 牧 ， 生 態 移 民 な ど に よ っ て 放
牧 が 困 難 に な っ た こ と ， 旧 住 宅 地 の 周 り の 灌 漑 耕 地 と の 距 離 が 長
く な っ た こ と ， 丘 陵 地 で 開 発 さ れ た 耕 地 の 水 資 源 の 不 足 と 灌 漑 設
備 の 個 人 的 整 備 が 難 し い こ と な ど 多 く の 原 因 で 農 地 の 売 り 払 い が
生 じ る 可 能 性 が 非 常 に 高 い と 考 え ら れ る ． 農 耕 村 落 で は ， 零 細 的
に 分 配 さ れ た 土 地 の 使 用 権 が 転 換 さ れ ， 大 規 模 化 ， 企 業 化 の 推 進
に よ り ， 一 部 の 住 民 が 土 地 を 失 う と 考 え ら れ る ．  
 
4 . 2 . 1  放 牧 村 落 に お け る 住 民 の 失 地 と 出 稼 ぎ  
聞 き 取 り 調 査 に よ る と ，本 研 究 の 対 象 地 で あ る 2 つ の 村 落 で は ，
A 村 で は ， 2010～ 2014 年 の 5 年 間 に 1,139 ha(村 総 面 積 の 約 18％ )
の 土 地 が 売 り 払 い で ， 村 外 の 個 人 と 農 業 企 業 へ 使 用 権 が 流 動 化 し
た （ 図 4-14 を 参 照 ） . 
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図 4-14 A 村 に お け る 農 地 の 売 り 払 い 面 積 変 化  
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 4-14 Sold off area change of agricultural land in vil lage A 
  
A 村 に お け る 出 稼 ぎ 労 働 者 の い る 世 帯 は 約 80 世 帯 （ 全 村 の 約
51％ ）で ，そ の 内 36 世 帯（ 全 村 の 約 23％ ）は 家 族 全 員 が 都 市 へ 出
稼 ぎ に 行 っ て い る ． 家 族 全 員 が 都 市 へ 出 稼 ぎ に 行 っ て い る 世 帯 の
多 く は ， 土 地 使 用 権 の 売 り 払 い で 生 じ た 失 地 牧 民 で あ る こ と が 確
認 さ れ た （ 図 4-15 を 参 照 ） . ま た ， C 村 の 出 稼 ぎ 世 帯 は A 村 と 類
似 す る 原 因 に よ り 近 年 増 加 し て い る （ 図 4-16 を 参 照 ） ．  
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図 4-15 A 村 に お け る 出 稼 ぎ 世 帯 の 状 況 （ 1997～ 2015 年 ）  
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 4-15 Migrant household s i tuation of vil lage A (1997-2015) 
 
 
 
図 4-16 Ｃ 村 に お け る 出 稼 ぎ 世 帯 の 状 況 （ 1997～ 2015 年 ）  
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 4-16 Migrant household si tuation of vil lage C (1997-2015) 
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4 . 2 . 2  農 耕 村 落 に お け る 住 民 の 出 稼 ぎ  
Ｂ 村 に お い て は ，B 村 の 出 稼 ぎ 世 帯 は 従 来 か ら 多 い が ，そ の 理 由
は 土 地 が 少 な い こ と と 人 口 が 多 い こ と （ 0.42 ha/人 ） で あ る こ と
が 聞 き 取 り 調 査 で 分 か っ た（ 永 海 ら ，2015）．2015 年 ，出 稼 ぎ 労 働
者 の い る 世 帯 は 約 170 世 帯（ 全 村 の 約 61％ ）で ，そ の 内 90 世 帯（ 全
村 の 約 32％ ） は 家 族 全 員 が 都 市 へ 出 稼 ぎ に 行 っ て い る ． 家 族 全 員
が 都 市 へ 出 稼 ぎ に 行 っ て い る 世 帯 の 多 く は ， 農 地 を 親 戚 ， ま た は
近 所 の 人 に 貸 出 し て い る こ と が 確 認 さ れ た （ 図 4-17 を 参 照 ） . 
 
 
図 4-17 Ｂ 村 に お け る 出 稼 ぎ 世 帯 の 状 況 （ 1997～ 2015 年 ）  
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
Figure 4-17 Migrant household si tuation of vil lage B (1997-2015) 
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4 . 3 . 2  灌 漑 に よ る 土 壌 層 と 地 下 水 源 へ の 影 響  
本 研 究 対 象 地 域 の 平 均 降 水 量 が わ ず か 390 mm/年 で ，天 水 農 業 が
非 常 に 不 安 定 で あ る た め ， 灌 漑 の 必 要 が あ り ， 作 物 の 灌 漑 に は 地
下 水 を 利 用 す る し か な い（ 表 4-4 を 参 照 ）.そ れ に よ り ，土 地 使 用
権 の 売 り 払 い で 生 じ た 企 業 的 農 業 の 大 規 模 な 灌 漑 と 現 地 住 民 の 小
型 灌 漑 が ほ と ん ど 地 下 水 を 利 用 し て い る た め ， 土 壌 の 塩 類 集 積 ，
水 資 源 の 争 い ， 地 下 帯 水 層 の 枯 渇 と 地 盤 沈 下 な ど が 自 然 環 境 に 致
命 的 な 被 害 を 与 え る 可 能 性 が 高 い と 推 測 さ れ る（ 図 4-20，図 4-21
を 参 照 ） .  
 
Table 4-4 Cultivation si tuation of the main crops in the research area 
表 4-4 研 究 対 象 地 域 に お け る 主 な 作 物 の 栽 培 状 況  
     月 
種 
4 5 6 7 8 9 10 生産量 
（kg/ha）
キビ        1,500
アワ        3,750
ソバ        2,600
モロコシ        2,600
コムギ        3,000
トウモロコシ        12,000
ヒマワリ        3,000
リョクトウ        900
スイカ        75,000
平均気温（℃） 7.4 15.3 20.0 22.5 20.4 13.9 6.0 
降水量（mm） 9.5 26.4 74.9 131.7 85.7 34.3 13.7 
出 典 ： 聞 き 取 り 調 査 と 気 象 デ ー タ 資 料 を も と に 作 成  
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4.3.2.1 土 壌 の 塩 類 集 積  
乾 燥 地 に お い て は ， 何 ら か の か た ち で 水 源 を 確 保 し て 灌 漑 農 業
を 導 入 す る と ，収 量 を 飛 躍 的 に 増 加 す る こ と が で き る ．そ の た め ，
多 く の 乾 燥 地 に お い て ，大 規 模 な 灌 漑 農 業 が 導 入 さ れ た ．し か し ，
排 水 が 十 分 で な い と 畑 に 対 し て ， 大 量 の 灌 漑 水 が 導 入 さ れ る と ，
地 下 水 の 上 昇 を 招 く ． 灌 漑 水 の 供 給 が 停 止 す る と ， 土 壌 表 面 か ら
の 蒸 発 の た め ， 上 向 き に 水 分 が 移 動 を 始 め る ． 土 壌 中 に 残 留 し て
い る 塩 分 は ， 水 に 溶 解 し て 上 方 へ と 移 動 す る ． そ し て ， 土 壌 表 面
に お い て 水 分 は 蒸 発 し ， 塩 類 は 集 積 す る ． 蒸 発 量 が 大 き い 乾 燥 地
で は ， 不 適 切 な 灌 漑 に よ る 土 壌 の 塩 類 化 は ， 短 期 間 で 進 行 す る ．
い っ た ん 塩 類 土 壌 が 生 成 さ れ る と ， そ の 改 良 に は 莫 大 な 労 力 と 資
金 が 必 要 な の で ， 塩 類 化 し た 耕 地 は 放 棄 さ れ る 場 合 が 多 い （ 安 富
ら ， 1999） ．  
本 研 究 の 対 象 地 で は ， Ａ 村 の 東 南 部 の 湖 の 周 辺 は ， 耐 塩 性 作 物
で あ る ヒ マ ワ リ し か 栽 培 さ れ て い な い ． Ｂ 村 に お い て は ， 南 部 の
塩 類 集 積 地 で 開 発 さ れ た 155 ha 農 地 の な か ， 約 121 ha が ほ と ん
ど 耕 作 で き な い 状 況 で あ っ た（ 図 4-22 を 参 照 ）．Ｂ 村 で は ，南 部
の 川 の 近 く に 位 置 す る 灌 漑 耕 地 の 多 く は 塩 害 を 受 け て い る ．特 に ，
Ｃ 村 の 中 部 に 位 置 す る 人 民 公 社 時 期 の 生 産 隊 の 耕 地 が 1958 年 か ら
1981 年 ま で に 耕 作 し て い た が ， 塩 害 に よ り 現 在 ま で に 放 棄 さ れ て
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4.3.2.2 地 下 水 源 へ の 影 響  
本 研 究 の 放 牧 村 落 で は ，灌 漑 が ほ と ん ど 地 下 水 を 利 用 し て い る ．
播 種 か ら 収 穫 ま で に 3～ 5 回 の 灌 漑 の 必 要 が あ る ト ウ モ ロ コ シ の 灌
漑 費 用 を 比 較 し て み た 結 果 ， 土 地 の 使 用 権 を 買 取 っ た 農 業 企 業 の
大 型 灌 漑 設 備 は ， 大 規 模 （ 面 積 が 50～ 100 ha ご と に 1 輪 ） 耕 地 に
対 す る 整 備 の コ ス ト が 高 い が ， 国 家 的 に 奨 励 さ れ て い る た め ， 国
か ら の 援 助 を 受 け や す い 特 徴 が あ っ た ．そ の 灌 漑 費 用 は 60 元 /ha・
回 （ 2016 年 9 月 現 在 ， 約 915 円 ） で あ っ た ．  
し か し ，現 地 住 民 の 小 型 灌 漑 設 備 は ，小 規 模（ 面 積 が 1～ 10 ha）
耕 地 に 対 す る 整 備 の コ ス ト が 低 い が ， 使 用 権 の み を も っ て い る た
め ， 個 人 的 な 資 本 投 入 が ほ と ん ど な か っ た ． ま た ， 国 か ら の 個 人
の 農 地 に 対 す る 灌 漑 設 備 の 援 助 で は ， 井 戸 の あ る こ と な ど 条 件 の
良 い 農 地 を 優 先 的 に 実 施 す る 特 徴 が あ る こ と が 現 地 調 査 で 確 認 さ
れ た ． そ の 個 人 の 小 規 模 農 地 の 灌 漑 費 用 は 150 元 /ha・ 回 （ 2016
年 9 月 現 在 ， 約 2,300 円 ） で あ り ， そ れ は 大 型 灌 漑 耕 地 の 2.5 倍
ほ ど で あ っ た ．  
以 上 の よ う に ，農 業 企 業 の 農 地 の 拡 大 ，現 地 住 民 の 農 地 の 条 件 ，
灌 漑 設 備 の 援 助 方 式 な ど を 原 因 と し て ， 農 業 企 業 の 農 地 の 拡 大 と
灌 漑 が 盛 ん に 行 わ れ て い る（ 図 4-24，図 4-25，図 4-26 を 参 照 ）．   
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図 4-27 A 村 に お け る 井 戸 の 現 代 化  
(a.1959 年 に 掘 削 さ れ た 深 さ は 23 ｍ の 井 戸 , 経度：119°47' 15.50" E，
緯度： 43°28' 09.60" N ，標高： 414 ｍ，地下水位： -19ｍ； b. 2010
年 に 援 助 を 受 け て 掘 削 さ れ た 深 さ は 70 ｍ の 深 井 戸 ，経度：119°48' 
07.50" E，緯度： 43°27' 30.70" N，標高： 397 ｍ，地下水位： -14 ｍ ) 
出 典 ： 筆 者 撮 影 （ 2014 年 ）  
Figure 4-27 Modernization of the well  in vil lage A (a.  Dril led in 1959,  depth 
of  22 m， ;  b.  Dril led in response to the assistance in 2010, depth of 70 m) 
 
ま た ， 灌 漑 の 導 入 ， 化 学 肥 料 ， 殺 虫 剤 ， 除 草 剤 を 用 い る 近 代 的
農 法 に よ り ， 単 位 収 量 の 飛 躍 的 な 増 加 を も た ら し た ． し か し ， 以
上 の よ う な 過 剰 な 灌 漑 に よ っ て 地 下 水 が 枯 渇 ， 灌 漑 水 の 水 質 が 低
下 ， 排 水 不 良 と 蒸 発 に よ る 塩 類 集 積 が 進 行 ， 塩 害 に よ る 作 物 収 量
が 低 下 ， 塩 類 化 に よ っ て 最 終 的 に 多 く の 農 地 が 放 棄 さ れ る と 考 え
ら れ る ．  
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4 . 4  ま と め  
本 章 で は ， 第 3 章 の 3 つ の 村 落 に お け る 農 地 開 発 経 緯 と 特 徴 を
み る と ， 1980 年 以 降 に 行 わ れ た 開 発 ， ま た は 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク
ト に よ り ， 住 民 の 生 業 と 自 然 環 境 へ 与 え た 影 響 が 大 き か っ た ． 放
牧 村 落 と 農 耕 村 落 の そ れ ぞ れ の 影 響 を み る と 以 下 の よ う で あ る ．  
放 牧 村 落 で は ， 1980 年 以 降 ， 経 済 的 な 成 長 を 目 的 と し た 牧 畜 の
生 産 性 の 向 上 を め ざ し た 開 発 式 プ ロ ジ ェ ク ト に よ り ， 生 業 が 放 牧
か ら ト ウ モ ロ コ シ ， ヒ マ ワ リ な ど の 耕 作 と 耕 地 の 貸 出 し か ら 現 金
収 入 を 得 る よ う に な っ た こ と が 挙 げ ら れ る ． ま た ， 2000 年 以 降 の
退 耕 還 林 ， 防 風 林 ， 生 態 移 民 ， 禁 牧 な ど 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト 実
施 に よ り ， 放 牧 地 の 縮 小 ， 耕 地 の 拡 大 と 使 用 権 の 売 り 払 い ， 若 者
の 都 市 へ の 出 稼 ぎ な ど 多 様 な 変 化 を 起 こ し た ． な か で も 農 地 の 過
剰 な 開 発 と 灌 漑 は ， 環 境 へ の 過 剰 な 負 荷 を も た ら し ， 土 壌 層 の 侵
食 と 塩 害 ， 地 下 水 位 の 低 下 な ど 様 々 な 環 境 問 題 を 引 き 起 こ し て い
る ． 放 牧 地 か ら 耕 地 へ の 農 地 開 発 の 手 続 き の 特 徴 に つ い て は ， 地
域 政 府 の 責 任 者 は ， 政 治 的 な 実 績 を 積 み 上 げ る こ と と ， 個 人 的 利
益 の た め の 勧 誘 的 行 為 が あ っ た ．  
農 耕 村 落 で は ，Ｂ 村 の 世 帯 当 た り の 耕 地 面 積 が 少 な い（ 平 均 1.51 
ha/世 帯 ）， 土 地 の 分 配 が 5 ヶ 所 に 分 布 さ れ ， 零 細 的 で あ っ た ． そ
れ に よ り ， 労 働 生 産 性 が 低 く な り ， 若 者 の 都 市 へ の 出 稼 ぎ が 増 え
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て ， 家 族 全 員 の 出 稼 ぎ 世 帯 数 が 32％ に な っ て い る ． 国 家 的 支 援 の
防 風 林 ， 灌 漑 設 備 ， 住 宅 周 り の み の 道 路 整 備 ， 「 危 房 改 造 」 な ど
プ ロ ジ ェ ク ト が 土 地 生 産 性 を 向 上 さ せ る も の の ， 外 観 の み の 整 備
に な っ て い る と 考 え ら れ る ． 労 働 生 産 性 を 向 上 さ せ る 農 村 道 路 と
農 地 整 備 が ほ と ん ど 住 民 自 発 的 で あ っ た ．  
ま た ，国 家 的 灌 漑 設 備 の 支 援 は ，放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 両 方 と も ，
重 点 を 農 業 企 業 の 大 規 模 農 地 に 置 か れ ， 個 人 的 小 規 模 農 地 に 対 す
る 灌 漑 設 備 の 援 助 で は ， 井 戸 の あ る こ と な ど 条 件 の 良 い 農 地 を 優
先 的 に 実 施 す る 特 徴 が あ っ た ． 今 後 ， 農 業 企 業 の 大 型 灌 漑 と 小 型
灌 漑 農 民 の 水 資 源 の 争 い ， 地 下 帯 水 層 の 枯 渇 と 地 盤 沈 下 な ど が 自
然 環 境 に 致 命 的 な 被 害 を 与 え る 可 能 性 が 高 い と 推 測 さ れ る ．   
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第 5章  研 究 総 括  
 本 研 究 で は ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 の 村 レ ベ ル を 対 象
に 聞 き 取 り ， 歴 史 ・ 行 政 資 料 デ ー タ の 収 集 ， 撮 影 な ど 実 地 調 査 お
よ び 空 間 情 報 の 解 析（ 1977～ 2015 年 ）を 組 み 合 わ せ た 手 法 を 用 い ，
1900 年 代 か ら 2015 年 ま で の 約 120 年 間 の 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特
徴 ， 及 び 過 剰 な 農 地 開 発 と 灌 漑 に よ っ て 生 じ た 住 民 の 生 業 ， 自 然
環 境 へ の 影 響 を 明 ら か に し た も の で あ る ．  
第 1 章 で は ， こ れ ま で に ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 の 沙 漠 化 の 原 因 に
関 す る 先 行 研 究 ， 特 に 沙 漠 化 の 主 な 原 因 に な っ て い る 過 剰 な 農 地
開 発 の 影 響 が 大 き い と い っ た 研 究 成 果 が 多 く 報 告 さ れ て い る ． し
か し , 多 く の 先 行 研 究 で は ，内 モ ン ゴ ル 自 治 区 全 体 ,あ る い は ホ ル
チ ン 地 域 な ど 広 い 地 域 を 対 象 と し た 研 究 が 多 い ． こ れ ら の 研 究 で
は ，農 地 開 発 が「 い つ ,ど こ で ，ど の よ う に ，そ の 影 響 は ど う な っ
て い る か 」 と い う こ と が 具 体 的 に 示 さ れ な か っ た ． こ れ ら の 疑 問
に 答 え る た め ，村 落 レ ベ ル の 研 究 の 意 義 が 必 要 と 指 摘 し た ．ま た ，
半 農 半 牧 地 域 の 形 成 と 村 落 に お け る 土 地 使 用 権 の 変 化 と 土 地 利 用
の 現 状 を 把 握 し ， 土 地 使 用 権 の 不 安 定 性 に 関 し て 示 唆 さ れ た ．  
第 2 章 で は ， 研 究 手 法 （ 聞 き 取 り 調 査 ， 歴 史 ・ 行 政 資 料 ， 空 間
情 報 の 解 析 ），  研 究 対 象 地 の 選 定 ， 概 要 ， 気 象 状 況 な ど を 把 握 す
る と と も に ，放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 の 位 置 と 地 理 的 特 徴 を 指 摘 し た ． 
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5 . 1  農 地 開 発 の 経 緯 と 特 徴  
第 3 章 で は ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 の 3 つ の 村 落 を 選
択 し ， 村 落 を 単 位 と し ， 約 120 年 間 を 3 つ の 時 期 に 分 け て ， 各 時
期 の 土 地 ，農 業 政 策 に よ る 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特 徴 を 把 握 し た ．
そ の 結 果 ，約 1950 年 代 ま で は 類 似 し て い た が ，そ の 後 に 放 牧 村 落
と 農 耕 村 落 で は ， そ れ ぞ れ の 特 徴 が 見 ら れ た ．  
放 牧 村 落（ Ａ 村 と Ｃ 村 ）で は ，約 1950 年 代 ま で に 穀 物 食 糧 を「 ナ
マ グ タ リ ヤ 」 （ 土 壌 層 に や さ し か っ た 伝 統 的 播 種 方 法 ） と 「 ア ヤ
ン タ リ ヤ 」 （ 塩 取 り に 行 く 旅 を チ ャ ン ス と し て ， 自 分 が 生 産 で き
な い 商 品 と 畜 産 品 の 交 換 ） と い う 2 つ の 方 法 で 解 決 し て い た ． し
か し ， ① 1960 年 代 の 農 産 物 で の 商 売 と 交 換 の 禁 止 ， 食 糧 の 自 給 政
策 に よ り ， 耕 作 場 所 が 湖 と 河 川 な ど の 周 り の 肥 沃 な 土 地 か ら 耕 作
に 適 さ な い 丘 陵 地 ま で 広 が っ て ，Ａ 村 と Ｃ 村 の 総 面 積 の 約 4.1％ と
3.4％ ま で 拡 大 し た；② 1980 年 以 降 ，地 域 政 府 の 指 導 で ，牧 畜 の 生
産 性 を 向 上 さ せ る た め ， 採 草 地 の 柵 ， 富 裕 牧 民 の モ デ ル 柵 ， 「 小
草 庫 倫 」の 設 置 な ど 様 々 な 個 人 的 使 用 の 柵 が 作 ら れ た こ と に よ り ，
人 工 牧 草 地 と 耕 地 が 増 え て ， 放 牧 地 の 開 墾 に よ る 農 地 は Ａ 村 と Ｃ
村 の 総 面 積 の 約 21.2％ と 33.6％ で あ っ た；③ 2000 年 以 降 ，灌 漑 装
置 ，農 業 機 械 な ど 農 業 技 術 の 近 代 化 ,農 業 機 械 と 耕 地 に 対 す る 補 助
金 な ど 国 の 農 業 的 支 援 と 禁 牧 政 策 に よ り ， 退 耕 還 林 ， 防 風 林 ， 経
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済 林 な ど 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト 実 施 地 の 中 で 農 地 開 発 が 進 ん で ，
そ れ ぞ れ に Ａ 村 と Ｃ 村 の 総 面 積 の 約 43.4％ と 53.6％ ま で 拡 大 さ れ
た ． 1980 年 以 降 の 牧 畜 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る 名 義 的 農 地 開 発 か ら
2000 年 以 降 に は 生 態 回 復 の 「 新 た な 名 義 的 農 地 開 発 」 へ と 転 換 し
た ； ④ 作 物 の 種 は ア ワ ， モ ロ コ シ ， キ ビ な ど の 耐 乾 性 作 物 か ら ト
ウ モ ロ コ シ ， ス イ カ ， ヒ マ ワ リ な ど 大 量 の 水 を 必 要 と す る 環 境 負
荷 の 高 い 作 物 へ 換 え た ． そ れ に よ り ， 天 水 農 業 か ら 灌 漑 農 業 へ 変
わ っ た ．  
農 耕 村 落（ Ｂ 村 ）で は ，① 1948 年 の 土 地 改 革 ， 1955 年 の「 互 助
組 」 と 1956 年 の 「 初 級 合 作 社 」， そ の あ と の 「 高 級 合 作 社 」 な ど
の 成 立 ，及 び 1958 年 の 人 民 公 社 の 始 ま り に よ り ，生 産 隊（ 現 在 の
村 ）の 形 成 さ れ た ．そ の 結 果 ， 1977 年 の 集 団 所 有 耕 地 と 個 人 的 使
用 の 自 留 地（ 総 耕 地 面 積 の 5％ 以 内 ）の 総 面 積 が 村 総 面 積 の 39.5％
で あ っ た ； ② 1978 年 に 「 改 革 開 放 」 が 提 出 さ れ た こ と に よ り ， 農
村 部 で は 人 民 公 社 が 解 体 さ れ ， 生 産 責 任 制 が 推 進 さ れ た ． 集 団 所
有 地 が 「 両 田 制 」 で 請 負 さ れ た ． Ｂ 村 で は ， 1981 年 の 冬 に 耕 地 が
分 配 さ れ ，そ の 面 積 が 村 総 面 積 の 40.4％ で あ っ た ．ま た ，1997 年
7 月 に ，「 中 華 人 民 共 和 国 農 村 土 地 請 負 法 」 の 実 施 に よ り ， 区 画 的
に 整 備 さ れ た 耕 地 が 人 口 当 た り で 世 帯 ご と に 5 ヶ 所 で 零 細 的 （ 平
均 1.51 ha/世 帯 ） に 分 配 さ れ た ． そ の 耕 地 の 総 面 積 が 村 総 面 積 の
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53.1％ で あ っ た；③ 2001 年 ，塩 類 集 積 地 に 対 し て ，排 水 路 の 修 復 ，
防 風 林 ， 区 画 整 備 な ど 住 民 の 自 発 的 な 農 地 開 発 が 行 わ れ た ． そ の
結 果 ， 耕 地 面 積 が 村 総 面 積 の 約 83.9％ ま で 拡 大 さ れ た （ 表 5-1 を
参 照 ）；④ 作 物 の 種 は ト ウ モ ロ コ シ ，コ ム ギ ，ア ワ ，リ ョ ク ト ウ ，
ヒ マ ワ リ な ど で あ っ た .  
 
Table 5-1 Farmland development history in vi l lage (1900-2015) 
表 5-1 村 落 に お け る 農 地 開 発 の 経 緯 （ 1900～ 2015 年 ）  
段 階  1900～ 1980 1981～ 2000 2001～ 2015  
 
 
時期 
 
清の末から東モンゴル自治
政府（1900～1947） 
土地改革（1948～1952） 
農牧業合作化（1953～1956）
人民公社（1958～1982） 
 
 
改革開放 
（1978～ ） 
 
西部大開発 
（1999～ ） 
三農問題 
（2003～ ） 
新農村建設 
（2005～ ） 
 
 
政策 
半農半牧地域では，①清政
府の封禁政策による土地開
墾の制限；②土地改革によ
る農地の分配；③人民公社
時期の食糧優先政策による
農地の拡大 
①放牧村落では，牧畜の
生産性を向上させる様々
な開発による農地の拡
大；②農耕村落では，義
務的労働による農地整備
による農地開発 
①放牧村落では，
様々な生態回復と
貧困対策による農
地の拡大；②農耕
村落では，住民の
自発的な農地開発 
出 典 ： 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 作 成  
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5 . 2  過 剰 な 農 地 開 発 と 灌 漑 に よ る 住 民 の 生 業 と 環 境 へ の 被 害  
第 4 章 で は ， 第 3 章 の 3 つ の 村 落 に お け る 農 地 開 発 経 緯 と 特 徴
を み る と ， 1980 年 以 降 に 行 わ れ た 開 発 ， ま た は 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ
ク ト に よ り ， 過 剰 な 農 地 開 発 と 灌 漑 が 進 ん で ， 住 民 の 生 業 と 自 然
環 境 へ 影 響 を 与 え た と 示 唆 さ れ た ． そ の 結 果 を 放 牧 村 落 と 農 耕 村
落 ご と に 検 討 し た も の で あ る ．  
放 牧 村 落 で は ， 1980 年 以 降 ， 経 済 的 な 成 長 を 目 的 と し た 牧 畜 の
生 産 性 の 向 上 を め ざ し た 開 発 式 プ ロ ジ ェ ク ト に よ り ， 生 業 が 放 牧
か ら ト ウ モ ロ コ シ ， ヒ マ ワ リ な ど の 耕 作 と 耕 地 の 貸 出 し か ら 現 金
収 入 を 得 る こ と が 挙 げ ら れ る ． ま た ， 2000 年 以 降 の 退 耕 還 林 ， 防
風 林 ， 生 態 移 民 ， 禁 牧 な ど 生 態 回 復 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 に よ り ，
放 牧 地 の 縮 小 ， 耕 地 の 拡 大 と 使 用 権 の 売 り 払 い ， 若 者 の 都 市 へ の
出 稼 ぎ な ど 多 様 な 変 化 が 起 こ し た ． そ の な か に 農 地 の 過 剰 な 開 発
と 灌 漑 は ，環 境 へ の 過 剰 な 負 荷 を も た ら し ，土 壌 層 の 侵 食 と 塩 害 ，
地 下 水 源 の 枯 渇 な ど 様 々 な 環 境 問 題 を 引 き 起 こ し て い る ． 農 地 開
発 の 手 続 き の 特 徴 に つ い て は ， 地 域 政 府 の 責 任 者 は ， 政 治 的 な 実
績 を 積 み 上 げ る こ と と ，個 人 的 利 益 の た め の 勧 誘 的 行 為 が あ っ た ． 
農 耕 村 落 で は ， 世 帯 当 た り の 耕 地 面 積 が 平 均 1.51 ha と 少 な い
と と も に ，土 地 の 分 配 が 5 ヶ 所 に 分 布 さ れ ，非 常 に 零 細 的 で あ る ．
そ れ に よ り ， 労 働 生 産 性 が 低 い た め ， 若 者 の 都 市 へ の 出 稼 ぎ が 増
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え て い る ． 国 家 的 支 援 が ト ッ プ ダ ウ ン 式 の 特 徴 が あ り ， 防 風 林 ，
灌 漑 設 備 ， 住 宅 周 り の み の 道 路 整 備 ， 「 危 房 改 造 」 な ど プ ロ ジ ェ
ク ト が 土 地 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と と ， 外 観 の み の 整 備 に な っ て
い る ． 労 働 生 産 性 を 向 上 さ せ る 農 村 道 路 と 農 地 整 備 が ほ と ん ど 住
民 自 発 的 で あ っ た ．  
ま た ，国 家 的 灌 漑 設 備 の 支 援 は ，放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 両 方 と も ，
重 点 が 農 業 企 業 の 買 取 っ た 大 規 模 農 地 に 置 か れ ， 個 人 的 小 規 模 農
地 に 対 す る 灌 漑 設 備 の 援 助 で は ， 井 戸 の あ る こ と な ど 条 件 の 良 い
農 地 を 優 先 的 に 実 施 す る 特 徴 が あ っ た ． 今 後 ， 農 業 企 業 の 大 型 灌
漑 と 小 型 灌 漑 農 民 の 水 資 源 の 争 い ， 地 下 帯 水 層 の 枯 渇 と 地 盤 沈 下
な ど が 自 然 環 境 に 致 命 的 な 被 害 を 与 え る 可 能 性 が 高 い と 推 測 さ れ
る ．  
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5 . 3  ま と め  
本 研 究 に よ り ， 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 に お け る 普 遍 的
な 半 農 半 牧 か ら 農 耕 化 社 会 へ 変 容 し て い る こ と を 村 レ ベ ル に 対 象
と し た 事 例 と し て ， 聞 き 取 り ， 歴 史 ・ 行 政 資 料 デ ー タ の 収 集 ， 撮
影 な ど 実 地 調 査 ，及 び 40 年 間（ 1977～ 2015）の 空 間 情 報 の 解 析 を
合 わ せ た 手 法 を 用 い ，1900 年 代 か ら 2015 年 ま で の 約 120 年 間 の 農
地 開 発 の 経 緯 を 3 段 階 に 分 け て ， 社 会 的 背 景 か ら そ の 特 徴 を 段 階
毎 に 把 握 し ， 住 民 の 生 業 と 自 然 環 境 に ど の よ う な 影 響 を 与 え て い
る か を 明 ら か に し た ．  
 放 牧 村 落 と 農 耕 村 落 に お け る 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 特 徴 を ，第 3
章 に 検 討 し た ．そ の 結 果 ，放 牧 村 落 で は 1980 年 以 降 の 牧 畜 の 生 産
性 を 向 上 さ せ る 名 義 的 農 地 開 発 か ら 2000 年 以 降 の 生 態 回 復 の「 新
た な 名 義 的 農 地 開 発 」 へ 転 換 し た ． 過 剰 な 大 規 模 農 地 開 発 と 灌 漑
に よ る 住 民 の 生 業 と 自 然 環 境 へ の 影 響 を 第 4 章 で 明 ら か に し た ．  
以 上 の 結 果 か ら ， 本 研 究 で は 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半 農 半 牧 地 域 に
お け る 農 地 開 発 の 経 緯 と そ の 影 響 に あ た っ て ，農 地 開 発 が「 い つ ,
ど こ で ， ど の よ う に ， そ の 影 響 は ど う な っ て い る か 」 と い う 論 点
を 論 じ る こ と が で き た ．  
本 研 究 を 通 じ て ，改 革 開 放 以 降 の 中 国 ，ま た は 2000 年 代 か ら の
西 部 大 開 発 ， 三 農 問 題 ， 新 農 村 建 設 な ど の 内 容 か ら も 農 村 部 に 直
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面 し て い る 諸 問 題 を 読 取 る こ と が で き る ． 中 国 と 日 本 の 政 治 体 制
が 異 な っ て い る が ，日 本 の 1960 年 代 と 同 根 の 問 題 が 発 生 し て い る
と 思 わ れ ， そ の 経 験 の 適 用 も 可 能 な と こ ろ が あ る と 考 え ら れ る ．
特 に ， 政 府 と 現 地 住 民 の 住 民 参 加 型 の 合 意 形 成 の 地 域 計 画 ， ま た
は 村 落 の 土 地 利 用 計 画 が 必 要 と 考 え ら れ る ． 内 モ ン ゴ ル 自 治 区 半
農 半 牧 地 域 に お い て は ， 草 原 法 で 規 定 し て い る 草 原 の 保 護 を 強 化
す る ほ か に ， 持 続 可 能 な 農 地 を 保 有 す る こ と を 目 的 に ， 農 地 開 発
の 適 正 化 を 図 る こ と が 早 急 に 求 め ら れ る ． 特 に ， 過 剰 な 農 地 開 発
と 灌 漑 に よ る 被 害 の 現 状 か ら ， 企 業 的 農 業 の 拡 大 を 適 正 化 す る と
と も に ， 半 農 半 牧 地 域 で 家 庭 当 た り ， ま た は 人 口 当 た り の 耕 作 面
積 を 適 正 化 す る 調 整 機 能 的 制 度 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る ．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 112 - 
 
Study on Agriculture Land Development Process and its Effect in the Inner 
Mongolia Autonomous Region Semi-Farming and Semi-Animal Husbandry- A 
Case Study of Village Scale 
Graduate School of Dairy Sciences, Rakuno Gakuen University 
Y O N G - H A I  
A b s t r a c t  
B a c k g ro u n d  a n d  P u r p o s e R e c e n t l y,  r a p i d  l a n d  d e s e r t i f i c a t i o n  h a s  
b e e n  d i s t u r b i n g  t h e  s t e p p e  g r a s s l a n d  o f  I n n e r  M o n g o l i a .  A l o t  o f  
r e s e a r c h e s  r e p o r t e d  t h a t  e x c e s s i v e  f a r m  l a n d  d e v e l o p m e n t  i s  a  m a j o r  
c a u s e  o f  d e s e r t i f i c a t i o n .  H o w e v e r ,  m o s t  o f  t h e  p r e v i o u s  s t u d i e s  o n  
f a r m  l a n d  d e v e l o p m e n t  i n  I n n e r  M o n g o l i a  w e r e  l a rg e  a r e a  s u c h  a s  t h e  
w h o l e  a r e a  o f  I n n e r  M o n g o l i a  o r  H o r q i n  r e g i o n .  I n  t h e s e  s t u d i e s ,  w h e n ,  
w h e r e  a n d  h o w  d i d  t h e  f a r m l a n d  d e v e l o p  w e r e  n o t  s p e c i f i c a l l y  
i n d i c a t e d .  I n  t h i s  s t u d y,  ① w e  a r e  a i m e d  a t  u n d e r t a k i n g  t h e  h i s t o r y  
a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  t h e  a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t  o f  v i l l a g e s  i n  
t h e  S e m i - f a r m i n g  S e m i - a n i m a l  h u s b a n d r y  r e g i o n  o f  I n n e r  M o n g o l i a ;  
② C l a r i f y i n g  t h e  i m p a c t  o n  t h e  l i v e l i h o o d  a n d  l i v i n g  e n v i r o n m e n t  o f  
t h e  r e s i d e n t s  u n d e r  e x c e s s  a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t  a n d  
i r r i g a t i o n  b y  t h e  r e c e n t  y e a r s .  
R e s e a rc h  m e t h o d I n  t h i s  s t u d y,  w e  s e l e c t e d  3  v i l l a g e s ,  t h o s e  a r e  t h e  
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s m a l l e s t  a d m i n i s t r a t i v e  d i s t r i c t  a s  o u r  s t u d y  a r e a .  F o r  g r o u n d - t r u t h  
s t u d y,  w e  d i d  i n t e r v i e w s  a b o u t  t h e  b a c k g r o u n d  o f  t h e  f a r m l a n d  
d e v e l o p m e n t ,  t h e  e s t i m a t i o n  o f  s o i l  e r o s i o n ,  c o l l e c t s  i n f o r m a t i o n  d a t a  
a n d  t o o k  p h o t o g r a p h s .  A n d ,  a n a l y z e d  t h e  h i s t o r y  f r o m  1 9 0 0  t o  2 0 1 5  
a b o u t  1 2 0  y e a r s ,  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  t h e  a g r i c u l t u r a l  l a n d  
d e v e l o p m e n t ,  a s  w e l l  a s  t h e  i m p a c t  o n  t h e  l i v e l i h o o d  a n d  l i v i n g  
e n v i r o n m e n t  o f  t h e  r e s i d e n t s  u n d e r  e x c e s s  a g r i c u l t u r a l  l a n d  
d e v e l o p m e n t  a n d  i r r i g a t i o n .  
R e s u l t T h e  t h r e e  s e l e c t e d  v i l l a g e s  i n  t h e  S e m i - f a r m i n g  S e m i - a n i m a l  
h u s b a n d r y  r e g i o n  o f  I n n e r  M o n g o l i a ,  a  u n i t  o f  v i l l a g e ,  d i v i d e d  a b o u t  
1 2 0  y e a r s  i n  t h r e e  p e r i o d s .  I t  w a s  g r a s p e d  i n  e a c h  p e r i o d  a b o u t  t h e  
h i s t o r y  o f  a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t  b y  a g r i c u l t u r a l  p o l i c y.  I n  
g r a z i n g  v i l l a g e  u n t i l  a b o u t  t h e  1 9 5 0 s ,  t h e  g r a i n  f o o d  h a d  b e e n  r e s o l v e d  
i n  t w o  w a y s  N a m a g u t a r i y a  ( t r a d i t i o n a l  s e e d i n g  m e t h o d  g e n t l e  t o  t h e  
s o i l  l a y e r )  a n d  Ay a n t a r i y a  ( a  c h a n c e  t o  s a l t  r e m o v a l ,  r e p l a c e m e n t  o f  
l i v e s t o c k  p r o d u c t s  a n d  g o o d s  t h a t  t h e y  c a n n o t  b e  p r o d u c e d ) .  H o w e v e r ,  
① i n  1 9 6 0 ' s ,  t h e  p r o h i b i t i o n  o f  t h e  e x c h a n g e  a n d  t r a d e  o f  a g r i c u l t u r a l  
p r o d u c t s ,  b y  t h e  f o o d  s e l f - s u f f i c i e n c y  p o l i c y,  l e a d e d  t o  t h e  s p r e a d i n g  
c u l t i v a t i o n  l o c a t i o n  f r o m  t h e  f e r t i l e  l a n d  a r o u n d  t h e  l a k e s  a n d  r i v e r s  t o  
t h e  h i l l y  a r e a  t h a t  i s  n o t  s u i t a b l e  f o r  c u l t i v a t i o n .  I t  w a s  e x p a n d e d  t o  
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a b o u t  4 . 1 %  o f  t h e  t o t a l  a r e a  i n  v i l l a g e  A a n d  3 . 4 %  i n  v i l l a g e  C .  ② I n  
t h e  1 9 8 0 s ,  u n d e r  t h e  g u i d a n c e  o f  l o c a l  g o v e r n m e n t ,  t h e  i n h a b i t a n t s  
m a d e  v a r i o u s  f e n c e s ,  s u c h  a s  t h e  f e n c e  o f  m e a d o w,  m o d e l  f e n c e  o f  
w e a l t h y  h e r d e r s ,  S m a l l  f e n c e d  P a s t u r e ,  f o r  p e r s o n a l  u s e d  t o  i n c r e a s e  
t h e  p r o d u c t i v i t y  o f  g r a z i n g .  A s  a  r e s u l t  o f  t h e  i n c r e a s i n g  o f  a r t i f i c i a l  
p a s t u r e  a n d  a r a b l e  l a n d ,  f a r m l a n d  d u e  t o  r e c l a m a t i o n  o f  g r a z i n g  l a n d  
w a s  a b o u t  2 1 . 2 %  a n d  3 3 . 6 %  o f  t h e  t o t a l  a r e a  o f  v i l l a g e  A a n d  v i l l a g e  C .  
③ I n  t h e  2 0 0 0 s ,  w i t h  t h e  m o d e r n i z a t i o n  o f  a g r i c u l t u r a l  t e c h n o l o g y,  
s u c h  a s  i r r i g a t i o n  e q u i p m e n t  a n d  a g r i c u l t u r a l  m a c h i n e s ,  a n d  s u p p o r t  
f r o m  t h e  c o u n t r y,  s u c h  a s  s u b s i d i e s  f o r  a g r i c u l t u r a l  m a c h i n e s  a n d  
a r a b l e  l a n d ,  t h e  f a r m l a n d  d e v e l o p m e n t  w a s  p r o c e e d e d  i n s i d e  t h e  
e c o l o g i c a l  r e s t o r a t i o n  p r o j e c t  s i t e ,  w h i c h  i s  u p  t o  4 3 . 4 %  o f  t h e  t o t a l  
a r e a  o f  t h e  v i l l a g e  A a n d  5 3 . 6 %  o f  v i l l a g e  C .  ④ L o c a t i o n  o f  
c u l t i v a t i o n  h a v e  m o v e d  t o  t h e  p l a c e  w i t h  h i g h  a l t i t u d e ,  l o w  
g r o u n d w a t e r  l e v e l  a n d  h i g h  d e g r e e  o f  i n c l i n a t i o n .  ⑤ T h e  t y p e s  o f  c r o p  
w e r e  c h a n g e d  f r o m  d r o u g h t - r e s i s t a n t  c r o p s  s u c h  a s  f o x t a i l  m i l l e t ,  
p r o s o  m i l l e t  a n d  s o rg h u m  t o  c o r n ,  w a t e r m e l o n  a n d  s u n f l o w e r  w h i c h  
r e q u i r e  a  l a rg e  a m o u n t  o f  w a t e r.  A s  a  r e s u l t ,  i t  h a s  c h a n g e d  f r o m  
r a i n - f e d  a g r i c u l t u r e  t o  i r r i g a t e d  a g r i c u l t u r e .  I n  t h e  f a r m i n g  v i l l a g e s ,  
① I n  t h e  p e o p l e ' s  c o m m u n e  p e r i o d  f r o m  1 9 5 8 ,  p r o d u c t i o n  t e a m s  ( n o w  
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v i l l a g e s )  w e r e  p l a c e d  u n d e r  t h e  p r o d u c t i o n  b a t t a l i o n s ,  a n d  t h e  
p r o d u c t i o n  b a t t a l i o n s  w e r e  u n d e r  t h e  c o r p o r a t i o n s .  T h e  l a n d s  w e r e  t h e  
c o l l e c t i v e  o w n e r s h i p  o f  p r o d u c t i o n  t e a m s  a s  t h e  b a s i c  u n i t .  F r o m  t h e n  
i n  1 9 6 2 ,  w i t h i n  5 %  o f  t h e  a r a b l e  l a n d s  w e r e  p e r s o n a l  u s e  a s  
s e l f - d i s t i l l a t e  o n e s ,  o t h e r  l a n d s  a n d  l i v e s t o c k  w e r e  a l m o s t  c o l l e c t i v e  
o w n e r s h i p .  ② B y  t h e  R e f o r m  a n d  O p e n i n g  h a s  b e e n  s u b m i t t e d  i n  1 9 7 8 ,  
t h e  p e o p l e ' s  c o m m u n e s  d i s m a n t l e d  i n  r u r a l  a r e a s ,  p r o d u c t i o n  
r e s p o n s i b i l i t y  s y s t e m  h a s  b e e n  p r o m o t e d .  C o l l e c t i v e  l a n d s  h a d  b e e n  
c o n t r a c t i n g  i n  t h e  Tw o  F i e l d s  S y s t e m  d i f f e r e n t ,  t h e  1 / 3  o f  t h e  a r a b l e  
l a n d s  w e r e  d i s t r i b u t e d  i n  p e r  c a p i t a  a s  t h e  F i e l d  R a t i o n s ,  2 / 3  o f  a r a b l e  
l a n d s  p e r  p o p u l a t i o n  w e r e  a s  R e s p o n s i b i l i t y  F i e l d s .  T h e  l a n d s  c a n n o t  
f o r  c u l t i v a t i o n ,  s u c h  a s  m o u n t a i n o u s  a r e a s ,  w a s t e l a n d ,  s a l t  
a c c u m u l a t i o n  a r e a s  a n d  t h e  d e s e r t ,  h a d  b e e n  c o n t r a c t e d  i n  t h e  m a n n e r  
o f  a  b i d .  T h e  F i e l d  R a t i o n s  f o r  t h e  c u l t i v a t i o n  o f  s e l f - s u f f i c i e n c y  f o o d  
a n d  p r i v a t e  v e g e t a b l e s  b e a r  o n l y  a g r i c u l t u r a l  t a x .  T h e  R e s p o n s i b i l i t y  
F i e l d s  f o r  t h e  c u l t i v a t i o n ,  s u c h  a s  c r o p s ,  f o r  f o o d  a n d  m a r k e t  t h a t  s e l l  
t o  t h e  s t a t e ,  e x c e p t  f o r  p a y i n g  t h e  a g r i c u l t u r a l  t a x ,  i t ’s  n e c e s s a r y  t o  
t a k e  o n  t h e  r e s p o n s i b i l i t y  t h a t  s e t  a s i d e  a  s e p a r a t e  p a r t  o f  t h e  
p o p u l a t i o n  i n c o m e .  I n  a d d i t i o n ,  i n  J u l y  1 9 9 7 ,  b y  t h e  p r a c t i c e  o f  t h e  
P e o p l e ' s  R e p u b l i c  o f  C h i n a  R u r a l  L a n d  C o n t r a c t  L a w,  a r a b l e  l a n d  h a s  
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b e e n  s m a l l - s c a l e  t o  d i s t r i b u t e  i n  f i v e  l o c a t i o n s  f o r  e a c h  h o u s e h o l d  i n  
t h e  p e r  c a p i t a .  ③ I n  2 0 0 1 ,  t h e  r e s i d e n t s  v o l u n t a r y  d e v e l o p e d  n e w  
f a r m l a n d  s u c h  a s  r e p a i r i n g  d r a i n a g e ,  w i n d b r e a k s ,  p a r t i t i o n  
m a i n t e n a n c e ,  f o r  t h e  s a l t  a c c u m u l a t i o n  a r e a s .  ④ T h e  m a i n  c r o p s  w e r e  
c o r n ,  w h e a t ,  m i l l e t ,  m u n g  b e a n ,  s u n f l o w e r,  e t c .  
C o n s i d e r a t i o n  L o o k i n g  a t  t h e  h i s t o r y  o f  a g r i c u l t u r a l  l a n d  
d e v e l o p m e n t  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  i n  t h e  t h r e e  v i l l a g e s ,  s i n c e  t h e  1 9 8 0 s ,  
w i t h  t h e  d e v e l o p m e n t  h a s  b e e n  m a d e ,  a n d  e c o l o g i c a l  r e s t o r a t i o n  
p r o j e c t ,  h a d  g i v e n  a n  i m p a c t  t o  t h e  l i v e l i h o o d  a n d  l i v i n g  e n v i r o n m e n t  
o f  r e s i d e n t s .  I t s  i n f l u e n c e s  a r e  a s  t h e  f o l l o w i n g  c o n s i d e r  t h e  i m p a c t  o f  
e a c h  g r a z i n g  v i l l a g e  a n d  f a r m i n g  v i l l a g e s .  I n  g r a z i n g  v i l l a g e s ,  s i n c e  
t h e  1 9 8 0 s ,  o b t a i n e d  b y  d e v e l o p m e n t  t y p e  p r o j e c t  t h a t  e c o n o m i c  g r o w t h  
a i m e d  a t  i m p r o v i n g  t h e  p r o d u c t i v i t y  o f  a n i m a l  h u s b a n d r y,  c o r n  
l i v e l i h o o d  f r o m  g r a z i n g ,  t h e  c a s h  i n c o m e  f r o m  l e n d i n g  o f  c u l t i v a t i o n  
a n d  a r a b l e  l a n d ,  s u c h  a s  s u n f l o w e r  i t  m a y  b e  m e n t i o n e d .  I n  a d d i t i o n ,  
s i n c e  2 0 0 0 ,  b e c a u s e  o f  t h e  i m p l e m e n t a t i o n  o f  e c o l o g i c a l  r e s t o r a t i o n  
p r o j e c t ,  s u c h  a s  r e f o r e s t a t i o n ,  w i n d b r e a k s ,  e c o l o g i c a l  i m m i g r a t i o n ,  
p r o h i b i t  g r a z i n g ,  l e a d e d  t o  t h e  r e d u c t i o n  o f  g r a z i n g  l a n d ,  a n d  t h e  
e x p a n s i o n  o f  a r a b l e  l a n d  u s e  r i g h t s  s o l d  o f f ,  a n d  t h e  c h a n g e s  i n  a  
v a r i e t y  o f  o c c u p a t i o n s ,  t h e  y o u n g  m i g r a n t  t o  c i t i e s .  E x c e s s i v e  
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d e v e l o p m e n t  a n d  i r r i g a t i o n  o f  a g r i c u l t u r a l  l a n d  a m o n g  t h e m  l e a d s  t o  a n  
e x c e s s i v e  l o a d  o n  t h e  e n v i r o n m e n t ,  c a u s i n g  a  v a r i e t y  o f  e n v i r o n m e n t a l  
p r o b l e m s ,  s u c h  a s  e r o s i o n  a n d  s a l i n i z a t i o n  o f  t h e  s o i l  l a y e r ,  t h e  
d e p l e t i o n  o f  u n d e rg r o u n d  w a t e r  s o u r c e s .  T h e  f e a t u r e s  o f  t h e  
p r o c e e d i n g s  o f  a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t ,  r e s p o n s i b l e  f o r  l o c a l  
g o v e r n m e n t ,  a n d  t o  p i l e  u p  a  p o l i t i c a l  t r a c k  r e c o r d ,  t h e r e  w a s  a  
s o l i c i t a t i o n  a c t  f o r  p e r s o n a l  g a i n .  I n  t h e  f a r m i n g  v i l l a g e ,  w i t h  l e s s  a n d  
l e s s ,  a n  a v e r a g e  1 . 5 1 h a  a r a b l e  l a n d  a r e a  p e r  h o u s e h o l d ,  t h e  
d i s t r i b u t i o n  o f  l a n d  h a s  b e e n  d i s t r i b u t e d  i n  f i v e  l o c a t i o n s ,  i s  a  v e r y  
s m a l l - s c a l e  b a s i s .  A s  a  r e s u l t ,  d u e  t o  t h e  l o w  l a b o r  p r o d u c t i v i t y,  t h e  
y o u n g  m i g r a n t  t o  c i t y  i s  i n c r e a s i n g .  T h e r e  i s  a  f e a t u r e  o f  t h e  n a t i o n a l  
s u p p o r t  i s  t o p - d o w n ,  w i n d b r e a k s ,  i r r i g a t i o n  f a c i l i t i e s ,  r o a d  
m a i n t e n a n c e  o f  h o u s i n g  a r o u n d  o n l y,  p r o j e c t s  s u c h  a s  t h e  R e n o v a t i o n  
o f  D i l a p i d a t e d  B u i l d i n g s  t o  i m p r o v e  t h e  p r o d u c t i v i t y  o f  t h e  l a n d ,  i t  h a s  
b e c o m e  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  a p p e a r a n c e  o n l y.  R u r a l  r o a d s  a n d  
a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t  t o  i m p r o v e  t h e  l a b o r  p r o d u c t i v i t y  w e r e  
a l m o s t  r e s i d e n t s  v o l u n t a r y.  
I n  a d d i t i o n ,  t h e  s u p p o r t  o f  t h e  n a t i o n a l  i r r i g a t i o n  f a c i l i t i e s ,  b o t h  
g r a z i n g  v i l l a g e s  a n d  f a r m i n g  v i l l a g e s ,  e m p h a s i s  i s  p l a c e d  o n  a  l a rg e  
s c a l e  f a r m l a n d  p u r c h a s e  o f  a g r i c u l t u r a l  c o m p a n i e s ,  i n  t h e  a i d  o f  
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i r r i g a t i o n  f a c i l i t i e s  t o  t h e  p r i v a t e  s m a l l - s c a l e  a g r i c u l t u r a l  l a n d ,  t h e r e  
h a s  b e e n  a  f e a t u r e  o f  t h e  g o o d  a g r i c u l t u r a l  l a n d  o f  t h e  c o n d i t i o n s  f o r  
p r i o r i t y  i m p l e m e n t a t i o n ,  s u c h  a s  t h a t  t h e r e  i s  a  w e l l .  I n  t h e  f u t u r e ,  i t  i s  
e s t i m a t e d  t h a t  t h e r e  w i l l  b e  a  h i g h  p o s s i b i l i t y  o f  g i v i n g  a  f a t a l  d a m a g e  
t o  t h e  n a t u r a l  e n v i r o n m e n t  b e c a u s e  o f  t h e  c o n f l i c t  o f  l a rg e  i r r i g a t i o n  
a n d  s m a l l  i r r i g a t i o n  f a r m e r s  f o r  w a t e r  r e s o u r c e s  o f  t h e  a g r i c u l t u r a l  
c o m p a n i e s ,  s u c h  a s  d e p l e t i o n  a n d  l a n d  s u b s i d e n c e  o f  u n d e rg r o u n d  
a q u i f e r s .  
I n  a c c o r d a n c e  w i t h  t h e  p r e s e n t  s t u d y ,  s i n c e  t h e  r e f o r m  a n d  
o p e n i n g - u p  o f  C h i n a ,  a n d  f r o m  t h e  2 0 0 0 s ,  i t  i s  p o s s i b l e  t o  r e a d  t h e  
v a r i o u s  p r o b l e m s  f a c i n g  t h e  r u r a l  a r e a s  f r o m  t h e  c o n t e n t s ,  s u c h  a s  t h e  
w e s t e r n  d e v e l o p m e n t ,  t h r e e  r u r a l  i s s u e s  a n d  n e w  r u r a l  c o n s t r u c t i o n .  I t  
i s  d i f f e r e n t  i n  C h i n a  a n d  J a p a n  f r o m  t h e  p o l i t i c a l  s y s t e m ,  b u t  t h e  
p r o b l e m s  o c c u r r e d  i n  J a p a n e s e  a g r i c u l t u r e  a n d  r u r a l  a r e a s ,  i t  i s  
c o n s i d e r e d  t h a t  t h e r e  i s  a  p l a c e  t h a t  c a n  a l s o  b e  a p p l i e d  f o r  t h a t  
e x p e r i e n c e .  I n  p a r t i c u l a r ,  r e g i o n a l  c o m m u n i t y  p a r t i c i p a t i o n  a g r e e m e n t  
f o r m a t i o n  o f  t h e  g o v e r n m e n t  a n d  l o c a l  r e s i d e n t s ,  o r  l a n d  u s e  p l a n  o f  
t h e  v i l l a g e  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  n e c e s s a r y .  I n  t h e  I n n e r  M o n g o l i a  
S e m i - f a r m i n g  S e m i - a n i m a l  h u s b a n d r y  r e g i o n ,  i n  a d d i t i o n  t o  
s t r e n g t h e n i n g  t h e  p r o t e c t i o n  o f  g r a s s l a n d  t h a t  a r e  d e f i n e d  i n  t h e  
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g r a s s l a n d  l a w ,  f o r  t h e  p u r p o s e  o f  c a r r y i n g  a  s u s t a i n a b l e  a g r i c u l t u r a l  
l a n d ,  i t  i s  u r g e n t l y  r e q u i r e d  t o  i m p r o v e  t h e  o p t i m i z a t i o n  o f  
a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t .  I n  p a r t i c u l a r ,  f r o m  e x c e s s i v e  
a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t  a n d  i r r i g a t i o n  a c c o r d i n g  t o  t h e  s t a t e  o f  
t h e  d a m a g e ,  a n d  a l o n g  w i t h  t h e  p r o p e r  e x p a n s i o n  o f  c o r p o r a t e  
a g r i c u l t u r e ,  p e r  h o u s e h o l d  i n  S e m i - f a r m i n g  S e m i - a n i m a l  h u s b a n d r y  
a r e a ,  i t  i s  c o n c e i v a b l e  t h a t  t h e r e  i s  a  n e e d  f o r  a d j u s t m e n t  f u n c t i o n a l  
s y s t e m  t o  o p t i m i z e  t h e  c u l t i v a t i o n  a r e a  p e r  c a p i t a .  
K e y  Wo r d  I n n e r  M o n g o l i a ,  S e m i - f a r m i n g  S e m i - a n i m a l  h u s b a n d r y,  
a g r i c u l t u r a l  l a n d  d e v e l o p m e n t ,  l a rg e - s c a l e  i r r i g a t i o n ,  s a l t  
a c c u m u l a t i o n ,  u n d e rg r o u n d  w a t e r  s o u r c e s   
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F i g u r e  a  Expansion of agricultural land in the study area（1977） 
 
 
 
F i g u r e  b  Expansion of agricultural land in the study area（2015） 
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F i g u r e  3 - 1 5  A n e w  n a m e  b a s i s  f a r m l a n d  d e v e l o p m e n t  i n  g r a z i n g  v i l l a g e  
A・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 8  
F i g u r e  3 - 1 6  A n e w  n a m e  b a s i s  f a r m l a n d  d e v e l o p m e n t  i n  g r a z i n g  v i l l a g e  
C・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 9  
F i g u r e  3 - 1 7  N e w  f a r m l a n d  d e v e l o p m e n t  i n  f a r m i n g  v i l l a g e  B・ ・ ・ 6 2  
F i g u r e  3 - 1 8  L a n d - u s e  c h a n g e d  i n  v i l l a g e  A ( 1 9 7 7 - 2 0 1 5 )・ ・ ・ ・ ・ 6 4  
F i g u r e  3 - 1 9  L a n d - u s e  c h a n g e d  i n  v i l l a g e  C  ( 1 9 7 7 - 2 0 1 5 )・ ・ ・ ・ ・ 6 5  
F i g u r e  3 - 2 0  L a n d - u s e  c h a n g e d  i n  v i l l a g e  B  ( 1 9 7 7 - 2 0 1 5 )・ ・ ・ ・ ・ 6 7  
F i g u r e  4 - 1  L a n d - u s e  c h a n g e d  i n  v i l l a g e  A ( 1 9 8 5 - 2 0 1 3 )・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 1  
F i g u r e  4 - 2  A r a b l e  l a n d  n e a r  t h e  b o r d e r  b e t w e e n  v i l l a g e s  ・ ・ ・ ・ 7 3  
F i g u r e  4 - 3  Wi n d b r e a k s  o n  t h e  s i d e  o f  r o a d  i n  v i l l a g e  A・ ・ ・ ・ ・ 7 3  
F i g u r e  4 - 4  A r e a  c h a n g e  o f  a r a b l e  l a n d  a n d  S m a l l  f e n c e d  P a s t u re  a r o u n d  
v i l l a g e  A・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 5  
F i g u r e  4 - 5  R e d u c t i o n  o f  r a n g e l a n d  d u e  t o  g r a z i n g  v i l l a g e  d e v e l o p m e n t  
a n d  e c o l o g i c a l  r e s t o r a t i o n  p r o j e c t・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 6  
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F i g u r e  4 - 6  B a r e  l a n d  b y  o v e rg r a z i n g  o f  v i l l a g e  A ( 2 0 1 3 )・ ・ ・ ・ ・ 7 7  
F i g u r e  4 - 7  C o n v e r s i o n  p r o c e s s  o f  r a n g e l a n d  f r o m  a r t i f i c i a l  p a s t u r e  t o  
a r a b l e  l a n d・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 9  
F i g u r e  4 - 8  G r a s s l a n d  i m p r o v e m e n t  a n d  u p d a t e ,  a r t i f i c i a l  p a s t u r e  
c o n s t r u c t i o n  a p p l i c a t i o n  a n d  e x a m i n a t i o n  t a b l e  i n  v i l l a g e  A・ ・ ・ 8 0  
F i g u r e  4 - 9  S p o r a d i c  o l d  h o u s e  b e f o r e  e c o l o g i c a l  i m m i g r a t i o n  i n  
v i l l a g e  C・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 3  
F i g u r e  4 - 1 0  D e n s e  r e s i d e n c e  s p e c i f i c  s t a t e  a f t e r  e c o l o g i c a l  
i m m i g r a t i o n  i n  v i l l a g e  C・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 3  
F i g u r e  4 - 11  T h e  o r i g i n a l  v i l l a g e  m a y o r ' s  h o u s e  b e f o r e  R e n o v a t i o n  o f  
d i l a p i d a t e d  b u i l d i n g s  p r o j e c t  i n  v i l l a g e  B・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 4  
F i g u r e  4 - 1 2  T h e  o r i g i n a l  v i l l a g e  m a y o r ' s  h o u s e  a f t e r  R e n o v a t i o n  o f  
d i l a p i d a t e d  b u i l d i n g s  p r o j e c t  i n  v i l l a g e  B・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 5  
F i g u r e  4 - 1 3  S u b s i d y  p a y m e n t  c e r t i f i c a t e  o f  a r a b l e  l a n d・ ・ ・ ・ ・ 8 6  
F i g u r e  4 - 1 4  S o l d  o f f  a r e a  c h a n g e  o f  a g r i c u l t u r a l  l a n d  i n  v i l l a g e  A・ 8 8  
F i g u r e  4 - 1 5  M i g r a n t  h o u s e h o l d  s i t u a t i o n  o f  v i l l a g e  A  ( 1 9 9 7 - 2 0 1 5 )・ 8 9  
F i g u r e  4 - 1 6  M i g r a n t  h o u s e h o l d  s i t u a t i o n  o f  v i l l a g e  C  ( 1 9 9 7 - 2 0 1 5 )・ 8 9  
F i g u r e  4 - 1 7  M i g r a n t  h o u s e h o l d  s i t u a t i o n  o f  v i l l a g e  B  ( 1 9 9 7 - 2 0 1 5 )・ 9 0  
F i g u r e  4 - 1 8  E s t i m a t i o n  o f  w i n d  e r o s i o n  o f  a b a n d o n e d  f a r m  l a n d  
c u l t i v a t e d  i n  1 9 6 0 s・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 1  
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F i g u r e  4 - 1 9  E s t i m a t i o n  o f  g r a z i n g  l a n d  e r o s i o n  b y  t h e  c o n v e x  r o a d   
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 2  
F i g u r e  4 - 2 0  I n s t a b i l i t y  o f  t h e  r a i n - f e d  a g r i c u l t u r e  i n  v i l l a g e  A・ ・ 9 4  
F i g u r e  4 - 2 1  C h a n g e s  a f t e r  d e v e l o p m e n t  o f  i r r i g a t i o n  f a c i l i t i e s  a n d  
c r o p  s p e c i e s  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 4  
F i g u r e  4 - 2 2  S a l i n i z a t i o n  d u e  t o  m a n y  y e a r s  o f  c u l t i v a t i o n  i n  t h e  s o u t h  
o f  v i l l a g e  B・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 6  
F i g u r e  4 - 2 3  S a l i n i z a t i o n  d u e  t o  c u l t i v a t i o n  o n  t h e  p e o p l e ' s  c o m m u n e  
p e r i o d  i n  t h e  m i d d l e  o f  v i l l a g e  C・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 7  
F i g u r e  4 - 2 4  A r a b l e  l a n d  a n d  i t s  i r r i g a t i o n  t h a t  h a s  b e e n  t a k e n  o f f  t o  
t h e  m e r c h a n t  i n  v i l l a g e  A・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 9  
F i g u r e  4 - 2 5  T h e  p u r c h a s e  o f  l a n d  b y  a g r i c u l t u r a l  c o m p a n i e s  n e a r  
v i l l a g e  B・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 9  
F i g u r e  4 - 2 6  A r t i f i c i a l  p a s t u r e  a n d  i t s  i r r i g a t i o n  t h a t  h a s  b e e n  t a k e n  o f f  
t o  t h e  m e r c h a n t  i n  v i l l a g e  C・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 0 0  
F i g u r e  4 - 2 7  M o d e r n i z a t i o n  o f  t h e  w e l l  i n  v i l l a g e  A・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 0 1  
 
